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初代市長に白　  信氏 

旬の味覚 牡蠣を食す 
～いきつき勇魚まつり～ 

旬の味覚 牡蠣を食す 
～いきつき勇魚まつり～ 
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就任あいさつ 

▲花束を受け取り初登庁する白�市長 

　このたび、11月６日の市長選挙において、市

民のみなさんの温かいご支援をいただき、新しく誕

生した平戸市の初代市長に就任しました。 

　新市の基礎作りのため４年間の舵取りを任せられ、

責任の重大さを痛感し、また、市政運営に最善の

努力をしていきたいと決意を新たにしています。新

市は、新市建設計画の基本理念である「大交流

時代への新たな航海！～海・しま・大地とひとが奏

でる活気みなぎるまちづくり～」の具体化を図り、「合

併してよかった」といわれるよう、人が生き生きと活

躍できるまちづくりを進めながら、活気みなぎるまち

の実現を目指さなければなりません。 

　そのためには、旧市町村の文化や歴史、伝統

を尊重しながら融合を図り、一日も早く平戸市民と

しての一体感を醸成することが大切と考えます。

合併特例債の活用についても地域間のバランスの

とれた事業の推進に取り組まなければならないと考

えています。基幹産業の連携を図り、地産地消を

推進し、雇用の場の確保につなげ地元産業の活

性化を図ることも重要です。一方、行財政改革に

ついては、人件費の削減、経費の節減など効率

的な行政運営を進めていきます。市役所の仕事に

ついても、専門職を拡充し多様化する市民のみな

さんのニーズに対応できる組織づくりを構築すると

ともに、少子・高齢化への対応など市民サービス

の低下を招かないようにしていかなければなりません。

新「平戸市」発展のため市民のみなさんのご理解

とご協力を賜りますようお願いし、就任のあいさつ

といたします。 

　　　　　　　　　平戸市長　白　k　　信 

たびだち かな 

Hirado City 2



平戸市長選挙 

平戸市議会議員一般選挙 

開票結果 

平戸市長選挙 

平戸市議会議員一般選挙 

開票結果 

Makoto　Shirahama

　昭和33年４月長崎県庁入庁以来、県庁の

主要部局を経験し、行政のノウハウを会得する。 

　平成７年４月に県北振興局長に就任、県北

地域の発展のため管内の地理的条件、地域

の特性など情報分析し、県北地区の個性豊

かな県政の推進役を担う。 

　平成８年12月、第12代平戸市長に就任。

「公平・公正・清潔」を旨に「市民のために

何ができるか」を常に考え市政推進に努める。

今年10月１日の合併まで旧平戸市長として３

期務める。 

市長プロフィール 

主な経歴 

白　　　信 

　新「平戸市」発足後初めての市長・市議会議員を決める選挙が11月６日、市内53投票所で投票が行わ

れ、即日開票の結果、初代市長に旧平戸市長の白k　信氏が選ばれました。 

　また、市議会議員には平戸選挙区15人、生月選挙区５人、田平選挙区５人、大島選挙区から２人がそれぞ

れ選ばれました。 

　今回の選挙は、合併後初の選挙ということで、市内外から高い注目を集める選挙となりました。 

平戸市長選挙開票結果 

当　白k　　信　氏 

　　西川　克己　氏 

　　山h　雄士　氏 

　　当日有権者数 

　　投　票　者　数 

　　投　　票　　率 

12,561票 

10,279票 

4,456票 

31,687人 

27,650人 

87.26 ％ 

平戸市議会議員一般選挙開票結果 

当日有権者数 

投　票　者　数 

投　　票　　率 

31,687人 

27,654人 

87.27 ％ 

※当選した市議会議員は、次ページに掲載して 
　います。 

　　　　新市の円滑なスタートに尽力 

小濱賢一職務執行者が退任 
　小濱職務執行者（旧大島村長）が、11月６日を

もって退任されました。 

　小濱職務執行者は、10月１日の新「平戸市」発足か

ら約１か月間、新「平戸市」の円滑なスタートに大変尽

力いただきました。本当にご苦労さまでした。今後のご

健勝をお祈りいたします。 

▲職員から花束を受け取り見送られる小濱職務執行者 
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２
人
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写真で見る 

平成16年度の主な事業 

川渕喜代美 
かわぶち き よ み  

川上　茂次 
かわかみ    しげつぐ 

尾h　俊光 
おさき　  としみつ 

浦　　荘藏 
うら　　 　しょうぞう 

綾香　良一 
あやか　りょういち 

ひらいし　　ひろのり 

辻　　賢治 
つじ　　　 け んじ  たけやま　  はつよし 

竹山　俊郎 
たけやま     としろう 

a田　　謀 
たかた　　　 はかる 

Z住威三美 
よしずみ い　さ　み 

山田　能新 
やまだ　 のうしん 

山内　清二 
やまうち　　せいじ 

八木原友子 
や   ぎ はら  ともこ 

松�　　清 
まつせ　　   きよし 

森　　能範 
もり　　  　よしのり 

松山　定夫 
まつやま      さだお 

塚本　雅英 
つかもと　  まさひで 

住江　a夫 
すみえ　 たかお 

近藤　芳人 
こんどう　 　よしと 

吉福　弘実 
よしふく　　 ひろみ 

山本　芳久 
やまもと　　よしひさ 

山内　政夫 
やまうち　　まさお 

小川　å友 
おが わ　 たかとも 

　川　　學 
あゆかわ　  　まなぶ 

福田　　洋 
ふくだ　　　ひろし 

田島　輝美 
たしま 　 てるみ 

生 

月 

地 

区 
平 

戸 

地 

区 

田 

平 

地 

区 

大 

島 

地 

区 

平石　博　 竹山　初吉 

※掲載順は50音順 
　敬称略 

市議会議員の 
顔ぶれ 

Hirado City 4



（生月）生月）一般廃棄物埋立処分場一般廃棄物埋立処分場の整備整備を 
　　　行　　　行いました 

写真で見る 

平成16年度の主な事業 

（平戸）平戸）公園整備事業公園整備事業を行いました （平戸）平戸）学校施設学校施設の改修改修を行いました 

（大島）大島）水産振興事業水産振興事業を行いました 
（大島）大島）離島体験滞在交流促進事業離島体験滞在交流促進事業として大賀大賀キャ 
　　　　　　ンプ場プ場の整備整備を行いました 

（生月）生月）消防施設の整備を行いました消防施設の整備を行いました 

（田平）田平）学校施設学校施設の改修改修を行いました 

（田平）田平）漁港漁港の整備整備を行いました 

ー
平
成
16
年
度
決
算
報
告（
旧
４
市
町
村
）ー 

　
予
算
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、毎
年
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、平
成
16
年
度
の
決
算
状
況

や
借
入
金
の
残
高
な
ど
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
合
併
前
の
旧
４
市
町
村
の
財
政

状
況
は
、
歳
入
の
８
割
近
く
を
国
や

県
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
補
助
金

な
ど
に
頼
っ
て
い
て
、市
町
村
民
税
な

ど
の
独
自
で
確
保
で
き
る
財
源
は
わ

ず
か
２
割
程
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。近
年
、

国
、
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
地
方
交
付

税
等
の
削
減
が
進
ん
で
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
お
い
て
、

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
は
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
合
併
効
果
に
よ
る
人
件
費
を

は
じ
め
と
し
た
経
費
の
削
減
、
類
似

施
設
へ
の
二
重
投
資
の
回
避
な
ど
、

節
約
可
能
な
支
出
を
で
き
る
限
り
抑

制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
な
財
政

運
営
が
可
能
と
な
り
、よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
今
後
と
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

必
要
性
、効
果
な
ど
を
十
分
検
討
し

な
が
ら
予
算
を
執
行
し
、
財
政
運
営

の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、な
お
い

っ
そ
う
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

P6

旧
平
戸
市 

P7

旧
生
月
町 

P8

旧
田
平
町 

P9

旧
大
島
村 

写真で見る 

平成16年度の主な事業 

（平戸）公園整備事業を行いました （平戸）学校施設の改修を行いました 

（大島）水産振興事業を行いました 
（大島）離島体験滞在交流促進事業として大賀キャ 
　　　ンプ場の整備を行いました 

（生月）一般廃棄物埋立処分場の整備を 
　　　行いました 

（生月）消防施設の整備を行いました 

（田平）学校施設の改修を行いました 

（田平）漁港の整備を行いました 
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4,967万円 

0円 

0円 

3,774万円 

0円 

27億1,314万円 

4,759万円 

33億1,839万円 

17億1,582万円 

27億5,466万円 

27億5,548万円 

4,734万円 

33億1,837万円 

17億5,140万円 

27億4,554万円 

27億  581万円 

4,734万円 

33億1,837万円 

17億1,366万円 

27億4,554万円 

国 民 健 康 保 険  
( 事 業 勘 定 )  
国 民 健 康 保 険  
( 直 診 勘 定 )  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

給 与 管 理  

予 算 現 額 区　　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 

5億5,296万円 

2億3,770万円 

14億3,233万円 

1億3,524万円 

4億7,575万円 

4億  913万円 

15億3,404万円 

2億4,365万円 

7,721万円 

△1億7,143万円 

△1億  171万円 

△1億  841万円 

収　　入 区　　　分 支　　出 収入支出差引額 区　分 残　　高 構成比 

収益的収支 

資本的収支 

収益的収支 

資本的収支 

水道 
事業 

病院 
事業 

■公営企業会計の決算 ■市町村債の現在高（平成16年度末現在） 

■特別会計の決算 

公債費 
25億8,314万円 
17.9％ 

議会費 
1億8,158万円 
1.3％ 

総務費 
14億2,229万円 
9.8％ 

市税 
15億9,184万円 
10.9％ 

使用料及び手数料 
1億3,278万円 
0.9％ 

　その他 
11億2,894万円 
7.8％ 

国庫支出金 
18億4,469万円 
12.7％ 

地方譲与税 
2億2,254万円 
1.5％ 

分担金及び 
負担金 
2億9,754万円 
2.1％ 

財産収入 
1,286万円 
0.1％ 

県支出金 
14億1,035万円 
9.7％ 

市債 
18億9,580万円 
13.0％ 

その他 
3億5,072万円 
2.4％ 

地方交付税 
56億5,805万円　38.9％ 

民生費 
28億6,240万円 
19.8％ 

衛生費 
13億6,561万円 
9.5％ 

農林水産業費 
17億3,693万円 
12.0％ 

土木費 
16億1,785万円 
11.2％ 

労働費 
1,106万円 
 0.1％ 

商工費 
4億6,341万円 
 3.2％ 

消防費 
6億2,906万円 
4.4％ 

教育費 
14億5,142万円 
10.0％ 

災害復旧費 
1億1,698万円 
0.8％ 

支出（総額144億4,173万円） 

収入（総額145億4,611万円） 

平成16年度決算報告（旧平戸市） 

自主財源21.8% 依 　 存 　 財 　 源   78.2%

一般会計 

水道事業 

病院事業 

国保直診 

合　　計 

80.5% 

9.7% 

9.7% 

0.1% 

100.0%

186億  534万円 

22億5,371万円 

22億5,509万円 

1,236万円 

231億2,650万円 
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■公営企業会計の決算■公営企業会計の決算 

F
O
R
M
E
R
I
K
I
T
S
U
K
I
T
O
W
N

4,658万円 

1,243万円 

2,642万円 

58万円 

7億9,191万円 

10億9,861万円 

6億6,413万円 

1,414万円 

8億1,097万円 

11億1,098万円 

6億6,758万円 

1,422万円 

7億6,439万円 

10億9,855万円 

6億4,116万円 

1,364万円 

国 民 健 康 保 険  
( 事 業 勘 定 )  

老 人 保 健   

介 護 保 険   

下 水 道 事 業   

予 算 現 額 区　　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 

■特別会計の決算 

議会費 
7,948万円 
2.0％ 

民生費 
6億7,434万円 
17.0％ 

農林水産業費 
3億7,337万円 
9.4％ 

土木費 
1億6,484万円 
4.2％ 

教育費 
3億1,761万円 
8.0％ 

衛生費 
9億3,219万円 
23.5％ 

公債費 
6億2,390万円 
15.8％ 

総務費 
5億8,941万円 
14.9％ 

商工費 
2,367万円 
0.6％ 

消防費 
1億7,688万円 
4.5％ 

災害復旧費 
438万円 
0.1％ 

町税 
4億2,428万円 
10.5％ 

使用料及び手数料 
6,295万円 
1.6％ 

支出（総額39億6,007万円） 

収入（総額40億3,098万円） 

分担金 
及び負担金 
2,039万円 
0.5％ 

財産収入 
1,692万円 
0.4％ 

県支出金 
2億6,975万円 
6.7％ 

地方譲与税 
5,421万円 
1.3％ 

その他 
1億519万円 
2.6％ 

国庫支出金 
2億1,821万円 
5.4％ 

町債 
7億9,240万円 
19.7％ 

その他 
5億961万円 
12.7％ 

地方交付税 
15億5,707万円　38.6％ 

平成16年度決算報告（旧生月町） 

自主財源25.7% 依 　 存 　 財 　 源   74.3%

区　分 残　　高 構成比 

一般会計  

農業集落排水事業 

水 道 事 業  

病 院 事 業  

合　　　計 

83.5% 

2.3％ 

9.8% 

4.4% 

100.0%

55億3,509万円 

1億5,717万円 

6億4,897万円 

2億8,996万円 

66億3,119万円 

1億4,577万円 

1,519万円 

7億9,512万円 

2,545万円 

1億6,225万円 

5,987万円 

8億4,009万円 

1億0,320万円 

△1,648万円 

△4,468万円 

△4,497万円 

△7,775万円 

収　　入 区　　　分 支　　出 収入支出差引額 

収益的収支 

資本的収支 

収益的収支 

資本的収支 

水道 
事業 

病院 
事業 

■公営企業会計の決算 ■市町村債の現在高（平成16年度末現在） 
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F
O
R
M
E
R
T
A
B
I
R
A
T
O
W
N

5,714万円 

2,472万円 

4,702万円 

25万円 

8億8,677万円 

11億1,913万円 

6億5,533万円 

4,565万円 

8億8,566万円 

11億  496万円 

5億2,940万円 

4,565万円 

8億2,852万円 

10億8,024万円 

4億8,238万円 

4,540万円 

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健   

簡 易 水 道  

宅 地 開 発 事 業   

予 算 現 額 区　　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 

■特別会計の決算 

公債費 
7億3,088万円 
19.4％ 

議会費 
8,011万円 
2.1％ 

総務費 
5億1,613万円 
13.7％ 

町税 
5億1,923万円 
13.5％ 

その他 
2億8,903万円 
7.5％ 

国庫支出金 
3億369万円 
7.9％ 

町債 
6億2,190万円 
16.2％ 

県支出金 
3億1,701万円 
8.2％ 

地方譲与税 
7,063万円 
1.8％ 

その他 
1億1,455万円 
3.0％ 

地方交付税 
14億3,002万円　37.1％ 

使用料 
及び手数料 
8,086万円 
2.1％ 

分担金及び 
負担金 
9,147万円 
2.4％ 

財産収入 
1,187万円 
0.3％ 

民生費 
7億7,212万円 
20.5％ 

衛生費 
2億8,233万円 
7.5％ 

農林水産業費 
3億7,328万円 
9.9％ 

教育費 
2億4,371万円 
6.5％ 

商工費 
5,075万円 
1.3％ 

土木費 
5億5,346万円 
14.7％ 

消防費 
1億5,322万円 
4.0％ 

災害復旧費 
1,513万円 
0.4％ 

支出（総額37億7,112万円） 

収入（総額38億5,026万円） 

自主財源25.8% 依 　 存 　 財 　 源   74.2%

平成16年度決算報告（旧田平町） 

区　　分 残　　高 構 成 比  

■市町村債の現在高（平成16年度末現在） 

一 般 会 計 

簡易水道事業 

宅地開発事業 

国民宿舎会計 

合　　　　計 

72.1% 

23.0% 

3.4% 

1.5% 

100.0%

46億6,535万円 

14億8,824万円 

2億2,091万円 

9,966万円 

64億7,416万円 
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F
O
R
M
E
R
O
S
H
I
M
A
V
I
L
L
A
G
E

2,724万円 

0円 

1,647万円 

1,007万円 

0円 

0円 

2億1,271万円 

1億8,021万円 

3億3,040万円 

1億7,999万円 

6,748万円 

3,953万円 

2億1,578万円 

1億7,713万円 

3億3,281万円 

1億8,372万円 

6,624万円 

3,816万円 

1億8,854万円 

1億7,713万円 

3億1,634万円 

1億7,365万円 

6,624万円 

3,816万円 

国 民 健 康 保 険  
( 事 業 勘 定 )  
診 療 所 事 業   
老 人 保 健  
介 護 保 険  
( 事 業 勘 定 )    

簡 易 水 道 事 業   

あづち大島いさりびの里 

予 算 現 額 区　　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 

■特別会計の決算 

議会費 
5,099万円 
2.9％ 

衛生費 
1億8,539万円 
10.7％ 

農林水産業費 
1億8,718万円 
10.8％ 

消防費 
2,073万円 
1.2％ 

教育費 
1億3,049万円 
7.5％ 

諸支出金 
1,441万円 
0.8％ 

公債費 
4億731万円 
23.5％ 

総務費 
3億9,268万円 
22.6％ 

民生費 
2億570万円 
11.9％ 

商工費 
7,355万円 
4.2％ 

土木費 
6,607万円 
3.8％ 

災害復旧費 
10万円 
0.1％ 

村税 
7,260万円 
4.1％ 

使用料及び手数料 
1,394万円 
0.8％ 

国庫支出金 
3,135万円 
1.8％ 

村債 
1億2,350万円 

7.0％ 

その他 
4,826万円 
2.7％ 

支出（総額17億3,460万円） 

収入（総額17億6,847万円） 

分担金 
及び負 
担金 
1,177万円 
0.7％ 

財産収入 
472万円 
0.2％ 

県支出金 
1億6,971万円 
9.6％ 

地方譲与税 
2,667万円 
1.5％ 

  その他 
3億3,066万円 
18.7％ 

地方交付税 
9億3,529万円　52.9％ 

自主財源24.5% 依 　 存 　 財 　 源   75.5%

平成16年度決算報告（旧大島村） 

■公営企業会計の決算■公営企業会計の決算 

1億2,426万円 

41万円 

1億2,341万円 

72万円 

85万円 

△31万円 

収　　入 区　　　分 支　　出 
収入支出 
差 引 額  

区　分 残　　高 構成比 

収益的収支 

資本的収支 

交通船 
事　業 

■公営企業会計の決算 ■市町村債の現在高（平成16年度末現在） 

一 般 会 計 

簡易水道事業 

合　　　　計 

78.9% 

21.1% 

100.0%

20億3,487万円 

5億4,536万円 

25億8,023万円 
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塩
づ
く
り
を 

　 

海
づ
く
り
か
ら 

　
　
　 

始
め
た
い
。 

今井　弥彦 
【いまい・やひこ】 

プロフィール 
製塩業を営む32歳。長野県生まれ。５
年間の天草での修行ののち、平戸に移
住。天然の塩づくりをすることで、自然
の大切さなどを訴えている。 

　
海
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
甘
え
の
ツ
ケ
は
確
実

に
迫
っ
て
い
る
と
塩
づ
く
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
知
識
を
持
っ
て
問
題

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
て
も
、
解
決
す
る
た
め
の
行

動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
に
と
っ
て
そ
れ
が
塩
づ
く
り
。
塩
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
、
そ
の
先
の
世
代
に
今
以
上
の

環
境
を
残
し
て
や
れ
れ
ば
言
う
こ
と
な
し
で
す
。 
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引
き
込
ま
れ
た 

　
　
　
塩
づ
く
り
の
世
界 

 

　
「
始
め
か
ら
塩
づ
く
り
に
興
味

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で

す
。
ず
っ
と
自
然
を
相
手
に
し
た

仕
事
が
し
た
い
っ
て
思
っ
て
い
て
」

塩
づ
く
り
を
始
め
る
前
、
今
井
さ

ん
は
、
高
知
県
に
て
林
業
で
生
計

を
立
て
て
い
た
。
高
知
県
は
、
豊

か
な
森
林
と
青
い
海
に
面
し
た
自

然
あ
ふ
れ
る
土
地
。
約
７
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線
を
持
ち
、
製

塩
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

自
然
と
製
塩
業
を
営
む
人
た
ち

と
出
会
い
、
塩
づ
く
り
と
い
う
仕

事
に
興
味
を
持
ち
、
何
度
も
塩

づ
く
り
の
現
場
に
足
を
運
ん
だ
。 

　
私
た
ち
が
普
段
一
般
的
に
食

し
て
い
る
「
塩
」
。
そ
れ
は
、
成

分
表
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
そ
の

主
要
な
成
分
の
ほ
と
ん
ど
が
「
塩

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
で
あ
る
。
昭
和

47
年
の
塩
専
売
法
の
施
行
に
よ
り
、

昔
な
が
ら
の
製
法
に
取
っ
て
代
わ
っ

た
の
が
イ
オ
ン
交
換
式
と
い
う
化

学
工
業
的
な
製
塩
法
。
こ
れ
に

よ
っ
て
で
き
る
塩
が
、
私
た
ち
が

普
段
食
し
て
い
る
そ
れ
で
あ
る
。

昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
ら
れ
て
い

た
塩
は
本
来
、
海
と
山
の
養
分

を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
ミ
ネ
ラ
ル
な

ど
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
塩
専
売
法
の
施
行

に
よ
り
、
私
た
ち
の
食
卓
か
ら
は

天
然
塩
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。 

　
「
塩
づ
く
り
は
、
た
だ
漠
然
と

塩
を
作
れ
ば
い
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
き
れ
い
な

山
や
海
が
必
要
で
、
そ
の
自
然
を

保
つ
た
め
に
は
、
人
間
が
深
く
関

係
し
て
い
ま
す
。
机
上
の
理
想
論

を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
天
然
の

塩
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
こ
う

し
た
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
思
い
を

周
り
の
み
ん
な
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
」
今
井
さ

ん
は
、
林
業
を
辞
め
、
塩
づ
く
り

を
決
意
。
修
行
の
場
に
製
塩
業

が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
熊
本
県
は

天
草
を
選
び
、
こ
こ
で
修
行
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
。 

 

修
行
の
地 

　
　
　
熊
本
県
は
天
草
へ 

 
　
塩
づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
、
天
草

で
の
修
行
が
始
ま
っ
た
。
弟
子
入 

海 贈 り 物 か ら の 
特
集 

平戸の西海岸中央に位置し、 
東シナ海を望むことのできる
絶好のロケーションで、今井
さんは塩づくりに励んでいる。 

　
急
速
な
過
疎
化
が
進
み
人
口
流
出
が
叫
ば
れ
る
中
、 

中
に
は
、
市
外
か
ら
本
市
へ
移
住
す
る
い
わ
ゆ
る
　
タ
ー
ン
と
言
わ
れ
る
方
々
が
い
る
。 

今
回
は
、　
タ
ー
ン
者
で
「
日
本
の
水
浴
場
88
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
根
獅
子
の
浜
の
そ
ば 

｢

鹿
島
の
浜｣

で
塩
づ
く
り
を
生
業
と
し
て
い
る
今
井
弥
彦
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。 

　
今
井
さ
ん
は
２
年
前
、
塩
づ
く
り
を
始
め
よ
う
と
九
州
各
地
を
回
り
、
こ
の
平
戸
の
地
を 

選
び
移
り
住
ん
で
き
た
。 

　
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
こ
の
平
戸
に
移
り
住
ん
で
き
た
の
か
、
今
井
さ
ん
を
訪
ね
た
。 

ア
イ 
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海 贈 り 物 か ら の 
特
集 

り
し
た
親
方
は
昔
な
が
ら
の
職
人

気
質
。
難
し
い
人
で
、
弟
子
は
ほ

と
ん
ど
と
ら
な
い
と
い
う
人
だ
っ
た
。

お
酒
が
好
き
な
人
だ
っ
た
の
で
酒

が
飲
め
た
こ
と
が
そ
の
人
に
弟
子

入
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
か
。

今
井
さ
ん
は
、
こ
う
し
て
塩
づ
く

り
の
修
行
に
励
む
こ
と
に
な
る
。 

　
そ
れ
か
ら
５
年
、
独
立
を
決
意
。

親
方
か
ら
も
、
「
塩
が
つ
く
れ
る

浜
が
見
つ
か
れ
ば
独
立
す
れ
ば
い

い
」
と
い
う
了
承
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
親
方
は
、
塩
づ
く
り
を

す
る
場
所
は
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ

う
が
い
い
と
い
う
意
見
を
持
つ
人

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
塩
づ
く
り
は

海
が
命
。
塩
炊
き
が
増
え
る
こ
と

で
海
が
守
ら
れ
る
、
と
考
え
て
い

た
か
ら
だ
。 

 「
海
」
と
「
人
」 

　
理
想
の
土
地
を
探
し
て 

 

　
製
塩
業
が
盛
ん
な
土
地
と
あ
っ

て
、
天
草
で
新
た
に
塩
づ
く
り
を

す
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
「
た
だ
塩
を
作
る
だ
け

な
ら
人
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
環
境

の
良
い
離
島
に
行
け
ば
簡
単
に
で

き
る
ん
で
す
よ
。」 

　
し
か
し
、
今
井
さ
ん
は
自
分
が

求
め
る
土
地
を
探
す
た
め
、
仕

事
の
休
日
を
利
用
し
九
州
各
地

の
岸
辺
を
見
て
回
っ
た
。 

　
各
地
を
転
々
と
し
て
見
回
る
こ

と
３
か
月
。
今
の
平
戸
と
は
別
の

場
所
で
、
候
補
地
と
な
る
場
所

を
見
つ
け
た
。
宮
崎
県
は
青
島
。

地
元
の
人
と
の
交
渉
も
上
手
く
進

み
、
休
み
の
度
に
通
う
こ
と
に
な
る
。

が
、
結
局
決
定
さ
せ
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。 

　
「
塩
づ
く
り
を
始
め
る
上
で
、

場
所
を
決
定
す
る
基
準
は
、
も

ち
ろ
ん
海
の
環
境
も
大
事
だ
け
ど
、

そ
の
土
地
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
に
し
た
か
っ
た

ん
で
す
よ
」
と
話
す
。
宮
崎
で
は

意
見
の
す
れ
違
い
が
多
か
っ
た
。

宮
崎
県
青
島
を
一
旦
保
留
し
、

再
び
候
補
地
を
探
す
こ
と
に
。
そ

し
て
、
こ
の
平
戸
の
地
に
足
を
運

ぶ
こ
と
に
な
る
…
。 

 

た
ど
り
着
い
た 

　
　
　
　
　
根
獅
子
の
浜 

 

　
根
獅
子
の
海
は
、
毎
年
夏
場

に
な
る
と
海
水
浴
を
楽
し
む
人
で

に
ぎ
わ
う
美
し
い
海
。
こ
の
根
獅

子
で
、
今
井
さ
ん
は
再
び
地
元
の

人
と
の
交
渉
を
始
め
る
。
「
こ
れ 

塩炊きが増えることで 
海が守られる 
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ま
で
各
地
の
人
と
対
話
を
し
て
き

た
が
、
根
獅
子
の
人
た
ち
は
今
ま

で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
く
ら
い
温

か
い
人
情
を
感
じ
ま
し
た
ね
。
１

つ
話
を
す
れ
ば
、
10
倍
に
な
っ
て

返
事
が
返
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
」

と
今
井
さ
ん
は
笑
っ
た
。
き
れ
い

な
海
と
評
判
の
根
獅
子
の
海
も
地

元
の
人
か
ら
す
れ
ば
「
以
前
に
比

べ
る
と
海
は
汚
れ
て
し
ま
っ
た
」
と

悲
し
い
言
葉
を
聞
い
た
そ
う
だ
。

海
を
き
れ
い
に
し
た
い
、
根
獅
子

の
人
の
熱
い
思
い
が
今
井
さ
ん
を

共
感
さ
せ
た
。
「
こ
の
土
地
で
な
ら
、

海
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
自
分

の
気
持
ち
が
伝
わ
る
。
楽
し
く
塩

づ
く
り
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

こ
の
土
地
で
塩
づ
く
り
を
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
。 

　
平
成
15
年
３
月
、
５
年
間
修

行
し
た
天
草
を
離
れ
根
獅
子
町

に
移
住
す
る
。
「
引
越
し
た
も
の
の
、

塩
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
保
証

は
全
然
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
」
と

笑
い
な
が
ら
昔
を
振
り
返
る
。
引

っ
越
し
て
き
て
か
ら
の
半
年
間
は
、

地
元
の
人
た
ち
と
の
関
係
を
築
く

た
め
、
船
員
と
し
て
船
に
乗
り
定

置
網
業
で
生
計
を
立
て
た
。
仕

事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
は
地
主
と
交

渉
し
、
つ
い
に
根
獅
子
町
と
獅
子

町
の
境
に
あ
る
鹿
島
の
浜
に
土
地

を
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
船
員
を

辞
め
、
本
格
的
に
塩
づ
く
り
の
準

備
に
取
り
掛
か
る
。
奥
さ
ん
の
仁

美
さ
ん
と
２
人
で
、
廃
材
を
集
め

て
作
っ
た
手
作
り
の
小
屋
「
塩
炊

き
屋
」
を
完
成
さ
せ
、
同
年
12

月
27
日
、
つ
い
に
念
願
の
釜
開
き
。

こ
う
し
て
今
井
さ
ん
の
塩
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
。 

● 

　
今
井
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
出

て
き
た
平
戸
の
豊
か
な
自
然
と
温

か
い
人
柄
は
、
平
戸
の
誇
れ
る
資

源
で
あ
る
。
平
戸
に
は
こ
の
ほ
か

に
も
歴
史
的
な
資
源
が
今
も
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
今
一
度
、

暮
ら
し
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
地
域
資
源
に
目
を
向
け
、
そ

れ
を
今
に
生
か
し
た
と
き
、
平
戸

市
は
、
更
な
る
飛
躍
を
迎
え
る
。

新
「
平
戸
市
」
の
航
海
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
海
・
し
ま
・
大
地
と

ひ
と
が
奏
で
る
活
気
み
な
ぎ
る
ま

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
垣
間
見
た

気
が
し
た
。 

▲真夏の日は、室内温度が 
50℃を超える日も。約１週
間続くせんごう（海水を
煮詰める作業）は、半端
じゃない。 
 
▼廃材を利用して作った手 
作りの小屋。ここで平戸
の海と大地の恵みを受け
た塩が誕生する。 
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ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り 

天
然
塩 

豊かな 

海の恵み 

完
成
ま
で
の 

　
　
こ
だ
わ
り 

　
こ
こ
で
は
、
平
戸
の
豊
か
な
海
が
も
た
ら
す
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
天

然
塩
の
作
り
方
を
紹
介
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
今
井
さ
ん
が
行
っ
て
い
る

枝
条
架(

し
じ
ょ
う
か)

流
下
式
で
の
塩
づ
く
り
を
紹
介
。 

　
岸
辺
か
ら
く
み
上
げ
る

海
水
は
、
山
か
ら
の
養
分

が
地
下
水
な
ど
か
ら
染
み

出
し
て
い
る
の
で
、ミ
ネ
ラ

ル
の
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
塩
が

で
き
る
。 

海
水
を
く
み
上
げ
る 

　
　
（
海
が
凪
い
で
い
る
と
き
） 

１ 

　
結
晶
化
し
た
塩
を
杉

製
の
樽
に
入
れ
て
寝
か
す
。

寝
か
す
こ
と
で
塩
と
に
が

り
を
分
離
さ
せ
る
。 

寝
か
す
（
１
週
間
） 

4

　
ご
み
な
ど
を
、
手
作
業

で
一
つ
ひ
と
つ
取
り
除
き
、

よ
う
や
く
美
し
い
純
白
の

塩
が
完
成
す
る
。 

で
き
あ
が
り 

6
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海 贈 り 物 か ら の 
特
集 

　
約
10
㌧
（
１
回
あ
た
り
）

の
海
水
を
ポ
ン
プ
で
く
み

上
げ
ネ
ッ
ト
に
拭
き
か
け
、

太
陽
熱
と
風
で
さ
ら
す
。

ネ
ッ
ト
か
ら
落
ち
た
海
水

を
ポ
ン
プ
で
循
環
さ
せ
、

濃
度
を
高
め
る
。 

海
水
を
濃
縮
さ
せ
る 

　
　
　
　
　
　
（
約
１
週
間
） 

2

　
濃
縮
さ
れ
た
海
水
を
窯

で
煮
詰
め
る
。
窯
の
温
度

は
約
６
０
０
度
。
塩
分
濃

度
が
25
％
を
超
え
る
と
よ

う
や
く
塩
の
結
晶
化
が
始

ま
る
。 

海
水
を
煮
詰
め
る 

　
　
　
　
　
（
約
１
週
間
） 

3

　
寝
か
す
作
業
で
は
、
完

全
に
塩
と
に
が
り
に
分
離

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
す

の
こ
状
に
な
っ
て
い
る
出
場

（
い
だ
し
ば
）と
呼
ば
れ
る

場
所
で
、
残
り
の
に
が
り

を
分
離
さ
せ
る
。 

し
ぼ
り
（
１
週
間
） 

5

市
内
で
楽
し
め
る
３
つ
の
お
店
を
紹
介 

本
格
的
な
塩
づ
く
り
を 

　
　
　
　
あ
な
た
も
体
験
。 

塩
工
房 

○
体
験
料
金
　
一
人
　
３
、
０
０
０
円 

○
催
行
人
数
　
10
名
〜 

○
実
施
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
　 

○
体
験
内
容 

　
実
際
に
行
っ
て
い
る
塩
づ
く
り
の
一
連
の
作
業
（
火

起
こ
し
〜
塩
す
く
い
）
を
体
験
で
き
ま
す
。
体
験
し

て
作
っ
た
塩
は
、
後
日
郵
送
し
ま
す
。 

○
体
験
時
間
　
４
時
間
程
度 

○
申
込
期
日
　
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
　 

《
予
約
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
》 

　
塩
工
房
（
1
21
ー
２
３
８
０
）
へ 

海
を
眺
め
な
が
ら
、 

　
　
奥
の
深
い
塩
づ
く
り
。 

塩
炊
き
屋 

○
体
験
料
金
　
１
鍋
　
１
、
０
０
０
円 

○
催
行
人
数
　
１
〜
20
名 

○
実
施
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
体
験
内
容 

　
七
輪
と
土
鍋
を
使
っ
て
海
水
か
ら
塩
を
作
り
ま
す
。

海
水
を
煮
詰
め
る
間
は
、「
塩
の
は
な
し
」
や
に
が
り

を
使
っ
た
「
豆
腐
づ
く
り
（
５
０
０
円
増
）」
も
体
験

で
き
ま
す
。
体
験
し
て
作
っ
た
塩
を
に
が
り
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

○
体
験
時
間
　
２
時
間
程
度 

○
申
込
期
日
　
３
日
前
ま
で
に
予
約 

《
予
約
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
》 

　
塩
炊
き
屋
（
1
28
ー
１
５
３
５
）
へ 

塩
の
花
が
咲
く
と
き
は 

　
神
秘
的
で
感
動
的
で
す
。 

長
崎
慈
眼
堂 

○
体
験
料
金
　
一
人
　
１
、
０
０
０
円
　 

○
催
行
人
数
　
５
〜
20
名 

○
実
施
時
間
　
正
午
〜
午
後
２
時 

○
体
験
内
容 

　
塩
づ
く
り
の
説
明
の
後
、
塩
釜
か
ら
一
番
塩
を
す

く
い
、
塩
を
乾
か
す
作
業
を
体
験
で
き
ま
す
。
体
験

し
た
２
０
０
㌘
の
塩
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
体
験
時
間
　
２
時
間
程
度 

○
申
込
期
日
　
１
週
間
前
ま
で
に
予
約 

《
予
約
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
》 

　
長
崎
慈
眼
堂
（
1
28
ー
０
５
０
５
）
へ 
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　10月23日、江迎町相撲場で、第12回長崎県県北

少年相撲選手権大会が開催されました。県北地区よ

り20チーム86人の豆力士が参加。団体戦、個人戦の

部で熱戦が繰り広げられました。力士たちは、日ごろの

練習の成果を土俵上で思いっきりぶつけ合い、迫力の

ある取り組みを見せ、団体の部に出場した生月Ａチー

ムが見事優勝しました。メンバーは次のとおり（敬称略）。 

団体の部　優勝　生月Ａチーム（生月小） 

　　　　　　（左から増山　誉、山口　潤、田渕大貴） 

県北大会で見事優勝　生月Ａチーム 

　10月27日、ライフカントリーで、第１回ターゲットバ

ードゴルフ交流大会が開かれ、市内の60歳以上のみ

なさん約70人が参加し爽やかな汗を流しました。タ

ーゲットバードゴルフは、ゴルフクラブで羽のついたシ

ャトルボールを打つミニゴルフの一種。参加したみな

さんは、４人組で、全18ホールをまわりスコアを競いま

した。優勝者は次のとおり（敬称略）。 

男性の部　優勝　土田　慶典（戸石川町） 

女性の部　優勝　山本　蔦枝（大島村西宇戸） 

珍ショットもご愛嬌！？ 

　10月21日、佐世保市で、県美しいふるさと推進大

会が開催され、長年の環境美化活動に対し、田平町

下寺地区が県環境美化功労者表彰を受賞しました。

下寺地区では、昭和58年以降道路や河川、山林など

の美化活動を行っています。また、散乱ごみの回収や

不法投棄ごみの撤去だけでなく、除草や植栽により、

ポイ捨てや不法投棄がされやすい場所を作らないよう、

努力も重ねています。 

長年の環境美化活動に表彰 

　10月27日、県内の漁業者らが水産業に関する研

究成果などを発表する「全国青年漁業者交流会長

崎県大会」が長崎市で開かれ、平戸市漁青連（赤木

政幸会長、会員63名）の代表として出場した主師町

の山野庄治さん（48歳・写真一番手前）が見事優秀

賞を受賞しました。山野さんは、中野漁協（かつぎ組合）

が県総合水産試験場と合同で取り組んでいる「アカ

ウニの資源管理に関する取り組み」について発表。山

野さんは、来年３月に東京で行われる全国大会に長

崎県代表として出場します。 

山野さんが優秀賞を受賞！ 
－青年漁業者交流会長崎県大会－ 
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　11月５日、猶興館高校で、創立125周年記念式

典が開かれました。式では、記念講演として大相撲

の九重親方（元横綱・千代の富士）が「私はかく闘った」

と題して講演。同校の相撲部が創部100周年を迎え

たこともあり、九重親方に依頼し実現しました。現役

時代のビデオが放映された後、聞き手のフリーアナウ

ンサーの山本文郎さんの質問に答える形式で、当時

のエピソードなどを話されました。また相撲部員の質

問にも気さくに答えてくれました。 

私はかく闘った 

　10月20日、秋の全国火災予防週間を前に、第15

回初期消火操法競技大会が、ライフカントリー駐車

場で開かれました。市内のホテルや病院など24事業

所の自衛消防隊31チーム（70人）が出場。「消火器

の部」と「屋内消火栓の部」の２部門で、日ごろの訓練

の成果を競いました。成績は次のとおり。 

消火器の部 

　「男子」優勝　医療法人　明星会病院 

　「女子」優勝　社会福祉法人　小鳩保育園 

屋内消火栓の部 

　「男子」優勝　平戸市役所農林課 

　「女子」優勝　医理会　柿添病院 

安全・確実・迅速に！ 

　11月13日、大島支所横広場で、第21回大島村

ふるさと祭りが行われました。園児によるお遊戯や小

中学生による合唱、猶興館高校大島分校の生徒に

よる的山流儀やリズムダンスなどが披露されると、一

斉に物産品の販売が始まりました。会場には、村内外

より約８００人が訪れ、平戸牛や新米、新鮮な野菜、魚

介類などを買い求める人でにぎわいました。また、午

後からは、さくらと一郎ショーやちゃちゃ丸のパフォーマ

ンスショーも行われ祭りに華を添えました。 

ふるさとに誇りを　子どもたちに夢を 

　11月１日、度島小中学校で、創立120周年を記念

して、しまの芸術祭「ふれあいコンサートin度島」が開

かれました。県内で唯一プロとして活躍中の

OMURA室内合奏団が出演。弦楽器を中心とした

アンサンブルで、「カルメン組曲」や「Ｇ線上のアリア」、

滝廉太郎の「花」などを演奏しました。また、このコン

サートのためにOMURA室内合奏団が編曲した校

歌などを、同校の生徒らが演奏に合わせて合唱しま

した。 

島にプロのオーケストラがやってきた 
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　11月20日、大島中学校体育館で、公民館対抗バ

レーボール大会が開催されました。この大会は、年に

一度の村あげての大会で、今年も各公民館の意地と

意地がぶつかり合う白熱した大会となりました。目の

覚めるようなアタックやサーブ、また時折飛び出す珍

プレーに、会場は大きな盛り上がりを見せました。優

勝チームは次のとおり。 

「男子の部」優勝　大根坂公民館 

「女子の部」優勝　大根坂公民館 

意地と意地のぶつかり合い 

　11月５日、㈱九電工平戸営業所の職員や協力業

者のみなさんら約４０人が、｢さわやかコミュニティ旬間｣

の一環として、赤坂市営野球場の除草作業を行いま

した。 

　また、同月９日には、九州電力㈱平戸営業所の職

員のみなさん約10人が、「ありがとうキャンペーン」の一

環として幸橋近辺の清掃を行いました。 

みちがえるようにキレイに 

　11月９日からの全国火災予防運動に伴い、同月

13日、北松北部クリーンセンターで、市消防団田平

地区分団の礼式訓練と火災想定訓練が行われました。

きびきびとした動作で訓練に臨むおよそ100人の消

防団のみなさん。想定訓練では、施設内防火水槽と

約200m離れた川から、分団ごとに色分けされたホ

ースがスムーズにつながれ、的に向け勢いよく放水さ

れました。市内の防火体制は、団員のこうした日ごろ

の努力によって支えられています。 

本番さながらの想定訓練 

　11月3日、生月町博物館島の館が開館10周年を

迎え、記念事業として音読会とオラショの公演が行わ

れました。音読会では「千と千尋の神隠し」でリン役の

声優を行った玉井夕海さんが童話を朗読。気持ちの

こもった読み聞かせに、参加した子どもから大人まで

が聞き入っていました。また、午後からは、江戸時代か

ら長い迫害に耐え、現在も続くかくれキリシタン信仰

の祈りであるゴショウ(オラショ)の公演が、壱部のかく

れキリシタン信者により行われました。 

島の館が開館10周年 

たまい  ゆうみ  
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

平
戸
神
楽 

Vol.2

■名　　称　平戸神楽 
■種　　別　国指定重要無形民俗文化財 
■保護団体　平戸神楽振興会 
■奉 納 日　10月26日(亀岡神社例大祭)ほか 
■奉納場所　亀岡神社拝殿ほか市内の各神社 
■演　　目（24番）　 

文化財ＤＡＴA

太鼓始、荒塩、四本幣、二本幣、所堅、 

二弓、山之神、折敷、懸り幣、神相撲、 

五方開、注連舞、二剣、幣納（三種舞）、四剣、 

神代開、猿田彦、四弓、鉾舞、供米舞、 

鈿女舞、手力雄命、岩戸歌、八散供米 

たいこはじめ　 あらしお　  しほんべい　　 にほんべい　ところがため 

にきゅう　　やまのかみ　   おしき　　かかりべい　　かみずもう 

ごほうびらき　　しめまい　　　にけん　 へいおさめ　　　　　　 しけん 

じんだいびらき　   さるたひこ  　しきゅう　  ほこまい　　くままい 

うずめまい　  たじからおのみこと　　いわとうた　　　 やちくま 

　
平
戸
神
楽
の
由
来
は
、
元
亀
年
間

（
１
５
７
０
〜
１
５
７
３
）に
松
浦
氏
の

領
地
と
な
っ
た
壱
岐
の
神
職
が
、平
戸

の
松
浦
氏
の
居
城
を
お
と
ず
れ
、壱
岐

の
御
竈
祭
の
神
楽
を
舞
い
、そ
の
後
に

平
戸
の
神
職
も
加
わ
っ
て
神
楽
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
平
戸
神
楽
の
基
礎
は
、
松

浦
家
29
代
鎮
信
（
天
祥
）の
時
代
に
、

壱
岐
出
身
の
神
職
で
国
学
者
で
あ
っ

た
橘
三
喜
が
、
正
保
年
間
（
１
６
４
４

〜
１
６
４
８
）に
全
国
各
地
の
一
の
宮

を
巡
拝
し
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
24

番
に
お
よ
ぶ
平
戸
神
楽
を
完
成
さ
せ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
戸
神
楽
は
、
壱
岐
を
除
く
旧
平

戸
藩
領
内
の
各
神
社
の
祭
礼
で
舞
わ

れ
て
お
り
、
神
社
の
祭
式
に
あ
わ
せ
て

小
神
楽
（
８
番
）
、
中
神
楽
（
12
番
）
、

大
神
楽（
18
番
）、大
大
神
楽（
24
番
）

の
４
種
に
別
け
ら
れ
、
代
々
神
職
に
よ

っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
も
番
数
の
多
い
大
大
神
楽
は
岩

戸
神
楽
と
も
呼
ば
れ
、
亀
岡
神
社
の

秋
季
例
大
祭（
毎
年
10
月
26
日
）で
の

み
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
全
て
が
終
了
す

る
ま
で
に
７
〜
８
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
平
戸
神
楽
を
代
表
す
る「
二
剣
」は
、

真
剣
３
本
を
使
う
こ
と
か
ら
別
名「
三

本
舞
」と
も
呼
ば
れ
、舞
手
の
技
術
力
・

体
力
・
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
最
も

難
し
い
演
目
で
あ
り
、「
二
剣
」の
出
来

で
神
楽
全
体
の
完
成
度
が
決
ま
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。  

　
平
戸
神
楽
は
、
宮
崎
県
の
高
千
穂

神
楽
と
と
も
に
九
州
を
代
表
す
る
神

楽
で
あ
り
、昭
和
62
年
１
月
28
日
、同

じ
旧
藩
領
内
の
壱
岐
神
楽
と
と
も
に
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。  

　
ま
た
今
年
、
地
域
の
文
化
振
興
に

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
保
護
団
体
で

あ
る
平
戸
神
楽
振
興
会
（
峯
野
正
剛

会
長
）が
文
部
科
学
大
臣
よ
り
地
域

文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。 

か
ま
ど
ま
つ
り 

し
げ
の
ぶ 

て
ん
し
ょ
う 

た
ち
ば
な
み
つ
よ
し 

▲真剣を口にくわえ、小刀を両手に持っ 
　て乱れ舞う「二剣」 

躍
動
的
で
迫
力
あ
る
舞
の「
神
相
撲
」 

▲
 

天
孫
降
臨
の
神
話
の
一
説
を
演
じ
る 

「
猿
田
彦
」 

▲
 

悪
疫
退
散
と
郷
土
の
平
安
を
祈
る 

「
二
弓
」 

▲
 

ひらどかぐら 
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ひら ど い さん 



Club Introduction

CLOSE UP!
クラブ紹介 

音訳の会「槙の実」 

▲代表の山口陽子さん（写真：奥右から２番目） 
　を中心に活動しています。 

活 動 日／毎月（初旬・中旬・下旬） 
活動会場／平戸市社会福祉協議会（岩の上町） 
対 象 者／制限なし 
月 会 費／なし 
連 絡 先／平戸市社会福祉協議会1２２-２１８０ 
部 員 数／13名 

代　　表／山口　陽子さん（岩の上町） 
やまぐち　  ようこ 

聞いてもらう人の身になって録音しています 

　活動を始めて早や11年。活動は、月に３回集まり、広報
紙などの録音を楽しく行っています。現在は、広報ひらどの
ほか福祉関係の広報紙２誌も音訳
を始めました。また、音訳の知識 ･
レベルを高めるため、研修会などに
も積極的に参加しています。音訳
するときは、「聞いてもらう人の身
になって録音しています」と利用者
にも配慮。心のこもった活動は、
利用者にもきっと伝わっているはず。
音訳の会「槙の実」では、音訳し
たテープの利用者、また、メンバー
も募集しています。興味がある人は
ぜひご連絡ください。 

■活動ＤＡＴＡ■ 

▲録音するときはみなさん 
　真剣そのもの 

Club Introduction
クラブ紹介 

音訳の会「塩俵」 

▲代表の吉永英子さん（写真：手前左から２番 
　目）を中心に活動しています。 

活 動 日／毎月初旬、依頼に応じて随時 
活動会場／ボランティアセンター（生月町壱部浦） 
対 象 者／制限なし 
月 会 費／なし 
連 絡 先／平戸市社会福祉協議会生月支所1５３-２６１５ 
部 員 数／11名 

代　　表／吉永　英子さん（生月町里免）　 
よしなが　  えいこ 

利用者にわかりやすく心をこめた音訳をしていきたい 

　活動を始めたきっかけは、「本が好きで目の不自由な人に
もこの感動を伝えたい、ちょっとしたボランティアで始めました」
と話す代表の吉永さん。活動は、
音訳する広報紙などをメンバーで割
り振って自宅で練習。それぞれメン
バーが時間をみつけてボランティア
センターの専用スタジオでＭＤに録
音しています。「ただ、広報紙を読
むのではなく、利用者にわかりやす
く心を込めて音訳をしていきたい」
と活動に意欲的なみなさん。音訳
依頼があれば、いつでも受け付け
ています。音訳テープを希望する人
やメンバーも募集しています。 

■活動ＤＡＴＡ■ 

▲専用スタジオでの録音の 
　様子 

まちのひとびと
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Happy Birthday

井沢　祐太くん（H16.12.23生） 
いざわ　　  ゆうた 

～賢治さん・えり子さんの次男～ 
　　　　　　≪田平町小手田免≫ 

たくましく元気に育ってネ！ 

丸田　智大くん（H15.12.16生） 
まるた　　 ともひろ 

～圭介さん・季枝さんの次男～ 
　　　　　　　　≪大島村神浦≫  

伸び伸びと元気に育ってネ！ 

川下　侑紗ちゃん（H14.12.20生） 
かわしも　　 ありさ 

～貴久さん・知美さんの次女～ 
　　　　　　　　≪生月町南免≫ 

素直な子どもに育ってネ！ 

★お誕生日おめでとう！★ 

12月生まれ 

平戸のわっかもん 

　中学生の時から消防士になりたいと夢を持ち始めた中村慎一さん。

高校卒業と同時に念願であった松浦地区消防署に勤務することにな

りました。本署、江迎鹿町出張所を経て、今年10月より、地元で

ある田平出張所で勤務されています。田平出張所は、４人体制の３

人勤務。火事や事故など消火活動から救急活動まで田平地区のた

めに日々努力されています。 

■勤務先 

　松浦地区消防署 

　田平出張所 

■ニックネーム 

　ナック 

■性格は？ 

　温厚なタイプ 

■趣味・特技 

　音楽（トロンボーン）・球技 

中村　慎一さん 
　　（25歳・田平町下寺免） 

なかむら　　しんいち 

災害のない住みやすいまちに 
なるよう頑張ります！ 

Vol.１ 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 

募集しています 

「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。
掲載を希望する人は下記までご連絡ください。 
 
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団
体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲載を希望する
団体は下記までご連絡ください。 
 
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載
は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲載のご予約は、
お気軽に、お早めに。 
 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・
電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前を添えて郵送ま
たはＥメールにて投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いた
だいた作品は必ずしも掲載するとは限りませんのでご了承ください。 
 
 あて先 
　〒８５９-５１９２　平戸市岩の上町１５０８番地３　企画課地域振興班 
　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp
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●12月の主なもよおし●
■赤ちゃんおはなし会　13日（火）　10：30～ 
■おはなし会　毎週土曜日　14：00～ 
■凧作り教室（要申込）　３日（土）13：00～ 

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 122-4017

■新リア王（上・下）／高村　薫 
■魔王／伊坂幸太郎 
■ネクロポリス（上・下）／恩田　陸 
■きみの友だち／重松　清 
■ピュア・ラブ　３　飛翔篇／宮内婦貴子 
■名をこそ惜しめ 硫黄島 魂の記録／津本　陽 
■淳　それから／土師　守 
■天国からはじまる物語／ガブリエル・ゼヴィン 
■チェンジ！ぼくたちのとりかえっこ大作戦／アレックス・シアラー 
■女教皇ヨハンナ（上・下）／ドナ・Ｗ・クロス 
■さむらいウィリアム 
　三浦按針の生きた時代／ジャイルズ・ミルトン  
■原寸図鑑 葉っぱでおぼえる樹木／濱野　周泰  
■おうちでパーティ！ 
　親子で楽しむちっちゃなおもてなし／「赤ちゃんとママ」編集部 
■冷凍・保存使いこなし事典／主婦の友社 
■必ず片付く収納のルール302／成美堂出版 

［12月の休館日］ 
毎週月曜日（５日、12日、19日、23日、26日）  
年末・年始の休館日（２８日～３１日、１月１日～３日） 

一
　
般
　
書 

■みんなでつくったクリスマスツリー／こうもとさちこ 
■ちいさなサンタまちにいく／ヘンリケ・ウィルソン 
■ルカのクリスマスケーキ／ジュリアーノ・フェッリ 
■あおいとり／いわさきちひろ 
■きつねとぶどう／いもとようこ 
■へんしんマラソン／あきやまただし 
■ばいきんがっこう／田中　四郎 
■おおさむこさむ／こいでやすこ 
■まじょ子の赤ずきん３人むすめ／藤　真知子 
■ルルとララのおしゃれクッキー／あんびるやすこ 
■ステップファザー・ステップ／宮部みゆき 
■わすれられた惑星／マレイ・ラインスター 
■かるいお姫さま／ジョージ・マクドナルド 
■東京・ドヤ街物語 ちかい家族とおい家族／今西　乃子  
■家族で楽しむ日本の行事としきたり／石田　繁美 

児
　
童
　
書 

●12月の主なもよおし●
■利用者の集い第１回（クリスマス会）　１７日 
　ふれあいセンター（A・B会議室）　 
■おはなし会 
　（絵本・大型絵本・紙芝居など）　３日・２４日 
■映画会１０日 
　・まんが日本昔ばなし（みそ買い橋／言うなの地蔵／猿地蔵／ 
　 エビの腰はなぜまがったか） 50分  
　・世界の名作ビデオ絵本（アラジンとまほうのランプ） 12分 

永田記念図書館 128-0128

■頭がいい人の「自分を高く売る」技術／樋口　裕一 
■あのころのぼくは／もろいしかずや 
■告白／チャールズ・R・ジェンキンス  
■カンタンかわいい窓飾りを１００倍楽しむ本／岩藤しおい 
■卵なし、バターなし、生クリームなしのイタリアン・スイーツ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／佐竹　弘 
■文房具で簡単！ステキな年賀状／中澤千寿子 
■人生、何が起こるかわからない／ジャガー横田 
■海の人気魚をねらう　仕掛け図鑑／主婦の友社 
■にぎやかな天地㊤㊦／宮本　輝 
■風の盆幻想／内田　康夫 
■憑神／浅田　次郎 
■十津川警部「子守唄殺人事件」／西村京太郎 
■悪意の手記／中村　文則 
■サイドウェイ／レックス・ピケット 
■若々しく丈夫な骨をつくる本／林　泰史 

サヨナライツカ 

［12月の休館日］ 
毎週月曜日（５日、12日、19日、23日、26日）  
年末・年始の休館日（２８日～３１日、１月１日～３日） 

今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

一
　
般
　
書 

■ふしぎはっけん百科　秋冬編／川端　建治 
■たのしい行事と工作　１がつのこうさく／竹井　史郎 
■決定版　全ウルトラマン　完全超百科／講　談　社 
■きつねのおまもり／大谷　千晴 
■おかあさんのパジャマ／渡辺　博子 
■びゅーん！こがらし一ごう／長崎　夏海 
■太陽の戦士／ローズマリ・サトクリフ 
■ペンドラゴン　見捨てられた現実／D･J・マクヘイル  
■クリスマスの幽霊／ロバート・ウェストール 
■いのちのひ／寺田美智子 
■イツクのクリスマスのたび／ドゥブラフカ・コラノヴィチ 
■ねずみくんとかくれんぼ／上野　紀子 
■たまごねえちゃん／あきやま　ただし 
■野菜　忍　列伝其の一　忍者にんにく丸／川端　誠 

児
　
童
　
書 

著　者/辻　仁成  
出版社/世界文化社 

　二人は別れの日まで激しく愛し合った。
愛に生きるすべての人に捧げる最もせつな
く、最もはかない愛の物語。 

　着物の歴史をさかのぼると、小袖
という衣裳にいきつく。小袖から着
物への装いの美を名品の写真ととも
にたどる。装いの歴史、色と文様、近
代装飾品の素材と技法ほかも収録。 

　あらしのよるに－第７巻、あのまま
では終われなかった。オオカミのガブ
とヤギのメイがたどりついたのは希
望の森か、それとも哀しみのはてなの
か・・・・・。 

おんじょろけっけ 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本 作/小林　けひこ 

絵/風乃 
出版社/新風舎 

　なまけもので、働こうともせず、村人た
ちにおこられても、ぶたれても、ぬっくりぬ
っくりいきてきた、源蔵。ある日、「げろぶち」
で水浴びをしていると、おぼれて川に流され、
たどり着いた先は、あの世への入り口だった。 

図説　着物の歴史 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本 編／橋本　澄子 

出版社／河出書房新社 

まんげつのよるに 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本 作／木村　裕一 

絵／あべ　弘士 
出版社／講談社 

（各土曜日・各14：00～）

※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています 
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新着図書紹介 この他たくさんの本が 
はいっています!!みんなの図書館 みんなの図書館 
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あ
な
た
の
ま
ち
の
保
健
師 

生活習慣病予防教室≪第2回≫のお知らせ 
｢気をつけたい食事のポイント！実践編」 

○と　き　12月13日（火）午前10時～　 

○ところ　平戸市保健センター 

○持参するもの　三角巾・エプロン・米1合  

○申込み　前日までにサン・ケア平戸まで電 

　話にてお申込ください。定員20人になり次 

　第締め切ります。 

「育児サークル」の紹介 
　育児サークルに遊びに来てみませんか。対

象は、赤ちゃんから入園前のお子さんと保護者。

市内にお住まいの人ならどなたでも参加でき

ます。お気軽にご参加ください。 

○と　き　12月22日（木） 

　　　　　午前10時～午前11時30分 

○ところ　田平町福祉保健センター（田平支所裏） 

○内　容 

　クリスマスパーティー、おやつづくりほか 

○持参するもの　エプロン 

　※お問い合わせは、田平町福祉保健センターまで。 

　
合
併
し
て
２
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

ま
で
ど
お
り
、
旧
市
町
村
を
拠
点
に
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
や
予
防
接

種
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、
介
護
の
悩

み
な
ど
お
電
話
で
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

■
平
戸
地
区 

○
平
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

　（
サ
ン
・
ケ
ア
平
戸
） 

　
◇
保
健
サ
ー
ビ
ス
班 

　
　
原
尾
　
綾
子
、
鴨
川
祐
喜
子 

　
　
藤
井
　
雅
子
、
末
永
　
明
子 

　
　
平
山
　
将
子  

　
◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
班
…
吉
島
八
重
美 

○
平
戸
市
役
所
保
険
福
祉
課 

　
1
内
線
２
５
８
２ 

　
◇
介
護
保
険
班
…
柴
山
　
延
子  

■
生
月
地
区 

○
生
月
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
内
線
４
２
１
２ 

　
◇
福
祉
保
健
班 

　
　
伊
藤
　
純
子
、
辻
　
美
和
子  

■
田
平
地
区 

○
田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
◇
福
祉
保
健
班 

　
　
小
川
　
保
子
、
小
川
　
聖
子  

■
大
島
地
区 

○
大
島
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
内
線
６
１
２
３ 

　
◇
福
祉
保
健
班 

　
　
松
山
　
恵
美
、
永
田
　
恭
子 

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、タ
バ
コ
な
ど
の
有
害
な
空

気
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、空
気
の
通
り
道
で
あ

る
気
道
（
気
管
支
）や
酸
素
の
交
換
を
行
う

肺（
肺
胞
）な
ど
に
障
害
が
生
じ
る
病
気
で
す
。

そ
の
結
果
、空
気
の
出
し
入
れ
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
呼
吸
が
で

き
な
く
な
り
、
息
切
れ
が
お
こ
り
ま
す
。
長
期

間
に
わ
た
る
喫
煙
習
慣
が
主
な
原
因
で
あ
る

こ
と
か
ら
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は『
肺
の
生
活
習
慣
病
』

や『
た
ば
こ
病
』と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
死
亡
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
ま
だ
一

般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
疾
患
で
、高
齢
化

社
会
と
共
に
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
90
％
以
上
は
喫
煙
者
で

す
。喫
煙
指
数
が
高
い
ほ
ど
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
進
行

は
早
く
な
り
ま
す
。喫
煙
し
て
い
な
い
人
も
受

動
喫
煙
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
が

起
こ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受

動
喫
煙
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患

に
か
か
り
や
す
く
、
呼
吸
機
能
は
確
実
に
低

下
し
ま
す
。今
さ
ら
遅
い
と
あ
き
ら
め
ず
に
少

し
で
も
早
く
禁
煙
す
る
こ
と
が
、重
症
化
さ
せ

な
い
秘
訣
で
す
。 

禁
煙
を
目
指
す
人
へ 

　「
禁
煙
し
た
い
け
ど
無
理
…
」と
考
え
て
い

る
人
は
、一
度
『
禁
煙
外
来
』を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。県
内
に
は
、「
禁
煙
外
来
」と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
禁
煙
補
助
剤
（
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
）の
処
方
、禁
煙
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。「
で
も
、ま

だ
禁
煙
す
る
と
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
…
」
、

「
ち
ょ
っ
と
禁
煙
に
つ
い
て
気
に
な
る
だ
け
」と

考
え
て
い
る
人
は
、『
禁
煙
教
室
』を
利
用
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
県
北
保
健
所
で
は
、こ
の
冬

（
１
月
か
ら
）、主
に
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
禁
煙
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
県
北
保
健
所
（
1
57
ー
３
９
３
３
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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●保健師だより● 
肺の生活習慣病 

『慢性閉塞性肺疾患（COPD）』 

～喫煙の害について～ 

サン・ケア平戸通信サン・ケア平戸通信
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） 128－1000　■生月支所市民生活課福祉保健班153－2111　■田平町福祉保健センター157－0977　■大島支所市民生活課福祉保健班155－2511



 

▲写真右が鼈甲屋さん、左が村田さん 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

 

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
） 

　
根
獅
子
町
　
村
田
美
智
子
さ
ん（
69
歳
） 

　
昭
和
51
年
か
ら
通
算
26
年
８
か
月
の
長
期

に
わ
た
り
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介

護
員
お
よ
び
登
録
訪
問
介
護
員
と
し
て
寝
た

き
り
老
人
等
の
食
事
や
入
浴
な
ど
の
手
助
け

を
行
い
、
在
宅
で
の
生
活
支
援
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。現
在
は
、養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
介
護
助
手
と
し
て
地
域
の
高
齢
者
福
祉
の

た
め
に
活
躍
中
で
す
。 

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

 

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
） 

　
山
中
町
　
鼈
甲
屋
美
知
子
さ
ん（
68
歳
） 

　
昭
和
50
年
か
ら
通
算
28
年
10
か
月
の
長

期
に
わ
た
り
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問

介
護
員
お
よ
び
登
録
訪
問
介
護
員
と
し
て
寝

た
き
り
老
人
等
の
食
事
や
入
浴
な
ど
の
手
助

け
を
行
い
、在
宅
で
の
生
活
支
援
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。 

各
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

 

市
美
術
展
展
覧
会(

主
な
入
賞
者)  

 【
市
長
賞
】 

　
j
谷
　
英
示（
画
・
職
人
町
） 

　
山
口
　
ス
ヱ（
書
・
大
久
保
町
） 

　
松
尾
　
輝
男（
写
真
・
岩
の
上
町
） 

　
森
　
　
愛
実（
デ
ザ
イ
ン
・
猶
興
館
３
年
） 

【
市
教
育
長
賞
】 

　
川
上
　
　
翼（
画
・
紐
差
小
１
年
） 

　
新
山
奈
津
子（
書･

平
戸
中
３
年
）  

【
市
文
化
協
会
長
賞
】 

　
川
上
　
祥
代（
画
・
岩
の
上
町
） 

　
柳
原
千
代
子（
書
・
木
引
田
町
） 

　
中
島
　
秀
雄（
写
真
・
木
ヶ
津
町
） 

　
松
永
　
康
子（
工
芸
・
紐
差
町
） 

 

税
に
関
す
る
作
文
表
彰 

 【
作
文
・
高
校
生
】 

県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
代
表
幹
事
賞
　 

　
平
畑
　
沙
耶（
猶
興
館
１
年
） 

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞 

　
田
中
　
達
矢（
平
戸
３
年
） 

平
戸
税
務
署
長
賞
　 

　
西
川
　
美
里（
平
戸
１
年
） 

　
野
村
　
　
唯（
猶
興
館
３
年
） 

　
永
富
　
智
美（
北
松
農
業
３
年
） 

【
作
文
・
中
学
生
】 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞 

　
近
藤
　
亮
太（
大
島
３
年
） 

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞 

　
下
川
　
美
紀（
中
野
３
年
） 

平
戸
税
務
署
長
賞 

　
田
中
　
友
理（
中
部
３
年
） 

平
戸
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
　 

　
岳
下
あ
ず
さ（
平
戸
２
年
） 

　
小
田
　
知
典（
南
部
３
年
） 

　
宮
田
　
杏
奈（
野
子
３
年
） 

　
田
h
　
美
紗（
生
月
３
年
） 

 

　 第
57
回
県
民
体
育
大
会 

 【
優
勝
】 

〈
団
体
〉 

　
バ
レ
ー（
一
般
女
子
）・
北
松 

　
剣
道（
青
年
男
子
）・
平
戸
市 

　
剣
道（
一
般
女
子
）・
平
戸
市 

〈
個
人
〉 

　
相
撲（
成
年
男
子
） 

　
米
倉
　
智
晃（
平
戸
市
） 

【
準
優
勝
】 

〈
個
人
〉 

　
空
手
道（
個
人
型
・
成
年
男
子
） 

　
　
永
田
　
栄
二（
平
戸
市
） 

　
陸
上（
男
子
１
０
０
㍍
・
45
〜
49
歳
） 

　
　
平
川
　
浩
蔵（
田
平
町
） 

〈
団
体
〉 

　
相
撲（
成
年
男
子
）・
平
戸
市 

　
ラ
グ
ビ
ー
・
平
戸
市 

【
３
位
】 

〈
団
体
〉 

　
バ
レ
ー（
一
般
男
子
）・
北
松 

　
バ
レ
ー（
壮
年
男
子
）・
北
松 

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
北
松 

　
銃
剣
道（
一
般
）・
北
松 

　
サ
ッ
カ
ー（
40
歳
以
上
）・
平
戸
市 

　
サ
ッ
カ
ー（
30
歳
以
上
）・
平
戸
市 

〈
個
人
〉 

　
陸
上（
女
子
１
０
０
㍍
・
30
歳
未
満
） 

　
　
池
下
真
知
子（
平
戸
市
） 

　
陸
上（
女
子
走
高
跳
・
30
歳
未
満
） 

　
　
池
下
真
知
子（
平
戸
市
） 

　
銃
剣
道（
短
剣
道
） 

　
　
浦
田
　
　
勇（
田
平
町
） 

【
４
位
】 

　
陸
上（
５
千
㍍
・
45
歳
〜
49
歳
） 

　
　
谷
本
　
雅
嗣（
生
月
町
） 

【
５
位
】 

　
陸
上（
走
幅
跳
・
40
歳
〜
44
歳
） 

　
　
大
山
　
弘
之（
平
戸
市
） 

【
６
位
】 

　
陸
上（
１
０
０
㍍
・
45
歳
〜
49
歳
） 

　
　
山
野
　
美
雄（
平
戸
市
） 

 

※
旧
生
月
町
・
旧
田
平
町
・
旧
大
島
村
の
選

手
に
つ
い
て
は
、
今
大
会
ま
で
北
松
浦
郡
代

表
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 
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おめでとうございます 



   
○
生
月
町
区
長
　
山
浦
與
志
治
さ
ん 

○
大
島
村
区
長
　
岡
村
　
幸
夫
さ
ん 

　
北
松
西
部
地
域
合
併
協
議
会
の
決
定
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
旧
生
月
町
、
旧
田
平
町
、

旧
大
島
村
の
地
域
自
治
区
の
事
務
所
の
長
に

は
事
務
吏
員
を
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

旧
生
月
町
お
よ
び
旧
大
島
村
に
つ
い
て
は
、事

務
所
の
長
に
代
え
て
区
長
を
置
く
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
11
月
17
日
付

で
区
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

   

　
12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
各
製
造
事
業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
。調
査

票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

○
募
集
対
象
者
　
小
学
校
就
学
前
１
か
年

（
５
歳
児
）、ま
た
は
２
か
年（
４
歳
児
） 

○
願
書
受
付
期
間
　
平
成
18
年
１
月
５
日

（
木
）〜
２
月
３
日（
金
）※
入
園
願
書
は
、平

戸
幼
稚
園
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。 

○
保
育
料
　
月
額
　
５
千
５
百
円 

○
園
納
金
　
約
５
千
円 

（
給
食
費
、教
材
費
、育
友
会
費
な
ど
を
含
む
） 

○
保
育
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時 

○
入
園
許
可
　
入
園
の
諾
否
は
、平
成
18
年

２
月
10
日（
金
）ま
で
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。 

   

11
月
17
日
付
　 

■
生
月
支
所
総
務
企
画
課 

　
課
長
兼
振
興
班
長
　
舩
原
　
正
司 

　（
生
月
支
所
総
務
企
画
課
振
興
班
長
） 

■
大
島
支
所
総
務
企
画
課 

　
課
　
長
　
山
野
上
和
則 

　（
大
島
支
所
大
島
診
療
所
事
務
長
） 

■
大
島
支
所
大
島
診
療
所 

　
事
務
長
　
久
保
田
　
壽 

　（
大
島
支
所
総
務
企
画
課
参
事
） 

■
退
職
者（
11
月
16
日
付
） 

　
山
浦
與
志
治
（
生
月
支
所
総
務
企
画
課
長
兼
主
幹
） 

　
岡
村
　
幸
夫
（
大
島
支
所
総
務
企
画
課
長
兼
主
幹
） 

11
月
28
日
付 

■
生
月
支
所
産
業
振
興
課 

　
課
長
兼
主
幹
　
k
h
　
憲
治 

　（
生
月
支
所
建
設
課
長
兼
主
幹
兼
管
理
班
長
） 

　
課
長
補
佐
兼
農
林
班
長
　
石
橋
　
国
弘 

　（
生
月
支
所
産
業
振
興
課
農
林
班
長
） 

■
生
月
支
所
建
設
課 

　
課
長
兼
管
理
班
長
　
山
口
　
秀
男 

　（
生
月
支
所
産
業
振
興
課
参
事（
農
林
班
担
当
）） 

■
退
職
者（
11
月
27
日
付
） 

　
森
田
　
茂
則
（
生
月
支
所
産
業
振
興
課
長
兼
主
幹
） 

※（
　
）内
は
旧
所
属
・
役
職 

政
策
調
整
課
行
革
推
進
班 

1
内
線
２
２
０
５ 

地
域
自
治
区
の
区
長
が
決
定 

問 

企
画
課
地
域
振
興
班 

1
内
線
２
３
３
６ 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を 

問 

総
務
課
人
事
班 

1
内
線
２
３
１
６ 

職
員
の
人
事
異
動 

問 

問 問 

問 問 

平
戸
市
立
平
戸
幼
稚
園 

1
22
ー
２
８
１
０ 

園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す 

問 

申 
・ 

成人式のご案内 
○新成人該当者 

　昭和60年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人で、本市に住所を有する人。 

　※現在本市に住所を有しない人でも、過去に住所を有した人であれば、参加できます。 

■１月８日（日） 
■平戸文化センター 

■受付　正午～ 

■開式　午後１時 

　教育委員会生涯学習課 

　（1内線2623）へ 

平戸地区 

■１月３日（火） 
■生月町開発総合センター 

■受付　午前９時 

■開式　午前10時 

　教育委員会生月分室 

　（153-0541）へ 

生月地区 

■１月４日（水） 
■田平町民センター 

■受付　午前10時 

■開式　午前10時30分 

　教育委員会田平分室 

　（157-0207）へ 

田平地区 

■１月４日（水） 
■大島村離島開発総合センター 

■受付　午前９時30分 

■開式　午前10時 

　教育委員会大島分室 

　（155-2511）へ 

大島地区 
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市
民
課
環
境
衛
生
班 

1
内
線
２
５
２
８ 

収
集
日
の
確
認
を
！ 

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」 問 

　
年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
は
、「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」等

一
覧
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
特
に
、
12
月
29
日
・
30
日
お
よ
び
１
月
４
日
・
５
日
に
収
集
日
に

な
っ
て
い
る
地
区
は
、「
決
め
ら
れ
た
収
集
時
間
」ま
で
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
30
日
「
決
め
ら
れ
た
収
集
時

間
」以
降
１
月
３
日
ま
で
は
、各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。粗
大
ご
み（
旧
平
戸
市
の
み
）お

よ
び
し
尿
は
、決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
適
切
な「
収
集
・
処
理
」に
ご
協
力
を 

　
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

　
最
近
、「
び
ん
」の
中
に
農
薬
な
ど
が
混
入
し
た
例
が
数
件
発
生

し
、
職
員
が
緊
急
避
難
す
る
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。ま
た
、
不
洗

浄
の
も
の
や
、異
物
が
混
入
し
た
物
な
ど
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。正
し

く
分
別
を
行
い
、安
全
に
収
集
・
処
理
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

※
12
月
11
日（
日
）は
、個
人
持
ち
込
み
を
受
け
入
れ
ま
す
。 

■ごみ収集カレンダー 

■一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く） 

12/22 

12/23 

12/24 

12/25 

12/26 

12/27 

12/28 

12/29 

12/30 

12/31 

1/1 

1/2 

1/3 

1/4 

1/5 

1/6

木 

祝・金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

平常収集 

 

 

休み 

平常収集 

 

 

平常収集 

 

 

休み 

 

全地区収集 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

全地区収集 

休み 

月・木地区収集 

火・金地区収集 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

休み 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

休み 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

全地区収集 

休み 

全地区収集 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

休み 

平常収集 

平常収集 

休み 

平常収集 

休み 

平常収集 

受け入れます 

休み 

受け入れます 

午後３時まで受け入れます 

休み 

受け入れます 

 

 

 

休み 

 

 

的山・大根坂 

 

 

 

休み 

 

全地区収集 

 

受け入れます 

休み 

受け入れます 

休み 

ごみ受取 

受け入れます 

曜 日  
燃えるごみ 不燃ごみ 

大　島 
月 日  

大島クリーンセンター 
（大島村）個人持込 

12/22 

12/23 

12/24 

12/25 

12/26 

12/27 

12/28 

12/29 

12/30 

12/31 

1/1 

1/2 

1/3 

1/4 

1/5 

1/6

木 

祝・金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

曜 日  
燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等 燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 資源ごみ等 

平　戸 生　月 田　平 北松北部クリーンセンター 

（田平町）個人持込 
月 日  

23-2210 
28-2114 
27-0030 
25-2310 
22-2497 
22-2573 
28-1048 
27-0055 
25-2310 
23-3629 
22-3351 
53-2282 
53-0214 
53-2282 
53-0214 

0956-65-2766 
0956-65-2766 
0956-76-2351 

55-2007 

23-3629

(有)平戸清掃 
中部清掃(有)平田 
谷山清掃 
赤木衛生設備 
(有)平戸衛生サービス 
下道清掃 
八木原清掃 
藤島清掃 
赤木衛生設備 
(有)鶴丸設備 
(有)松尾設備 
(有)生月衛生社 
生月清掃事業所 
(有)生月衛生社 
生月清掃事業所 
(有)新北松衛生社 
(有)新北松衛生社 
(有)吉田環境衛生設備工業 

大島クリーンセンター 

(有)鶴丸設備 

北部地区 
中部地区 
南部地区 
度島地区 

北部地区 

中部地区 
南部地区 
度島地区 

生月地区 
山田地区 

的山・大根坂 
神浦・前平・西宇戸 

粗大ごみ 

平 戸  

生 月  

田 平  

大 島  

し尿処理 

し尿処理 

し　　尿　　処　　理 

し尿処理 

浄 化 槽 汚 泥 収 集  

浄 化 槽 汚 泥 収 集  

浄 化 槽 汚 泥 収 集  

浄 化 槽 汚 泥 収 集  

１２/１２(月）までに予約が必要 
１月４日（水）から平常収集 

１２/２0(火)までに予約が必要 
１月５日（木）から平常収集 

１２/２８(水)までに予約が必要・１月５日（木）から平常収集 

12/1～12/12予約 
12/13～12/24予約 

予　　約　　締　　切 電 話 番 号  業　　者　　名 
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大
島
支
所
産
業
振
興
課 

1
内
線
６
１
５
２ 

12
月
20
日
新
船「
第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島
」就
航
！ 

時
刻
表
が
変
わ
り
ま
す 

問 

教
委
庶
務
課
総
務
班 

1
内
線
２
６
０
５ 

奨
学
金
の
返
還
は
お
早
め
に
！ 

問 

大
島
支
所
市
民
生
活
課
福
祉
保
健
班 

1
内
線
６
１
２
３ 

健
や
か
に
活
き
る
た
め
の
食
事
学 

問 
大
島
支
所
市
民
生
活
課
福
祉
保
健
班 

1
内
線
６
１
２
３ 

｢

認
知
症
高
齢
者
と
上
手
に
つ
き
あ 

う
た
め
に｣

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

問 

   

　
長
崎
県
育
英
会
お
よ
び
平
戸
市
奨
学
基 

金
貸
付
金
は
、
毎
年
多
く
の
学
生
、
生
徒
に

奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。あ
な
た
の

返
還
金
が
、
後
輩
の
新
た
な
奨
学
金
と
な
り

ま
す
の
で
、
貸
与
を
受
け
て
い
た
人
は
、
納
入

期
日
を
守
り
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　｢

お
い
し
い
ね｣

っ
て
笑
顔
に
な
る
の
は
ど
ん

な
と
き
？
楽
し
い
食
卓
を
日
々
の
生
活
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
、
食
事
を
幼

少
時
代
か
ら
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
講
演

会
で
す
。 

○
と
　
き
　
12
月
14
日（
水
）午
後
７
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

○
講
　
師 

　
県
立
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学 

　
　
栄
養
健
康
学
科
　
武
藤
慶
子
　
教
授 

    

○
と
　
き
　
12
月
15
日（
木
）午
後
２
時
30
分
〜 

○
と
こ
ろ
　
大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

○
講
　
師 

　
呆
け
老
人
を
か
か
え
る
会
代
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
三
津
子
　
氏 

　
大
島
〜
平
戸
航
路
に
12
月
20
日（
火
）か
ら「
第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島
」が
就
航
し
ま
す
。就
航
に
伴

い
、
12
月
20
日
よ
り
時
刻
表
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

○
料
金（
片
道
） 

　
大
人
　
６
４
０
円
・
小
人
　
３
２
０
円 

○
車
両
予
約 

　
全
車
両
予
約
が
必
要
で
す
。受
付
は
、乗
船
日
の
10
日
前
か
ら
行
え
ま
す
。 

○
予
約
先
　
平
戸
待
合
所（
1
23
ー
２
０
９
４
）へ 

■料金表 

■第二フェリー大島　時刻表 平成17年12月20日（予定）～ 

３ｍ以上～４ｍ未満 

４ｍ以上～５ｍ未満 

５ｍ以上～６ｍ未満 

６ｍ以上～７ｍ未満 

７ｍ以上～８ｍ未満 

８ｍ以上～９ｍ未満 

２，６００円 

３，３００円 

５，５００円 

６，４００円 

７，２００円 

８，０００円 

　４，８００円 

５，６００円 

１０，５００円 

１２，２００円 

１３，７００円 

１５，２００円 

車　　両 片　　道 往　　復 

※料金には、運転手１人の料金も含まれます。 
　9ｍ以上の車両についてはお問い合わせください 

※１月１日全便休航、１月２日は、２便～４便休航 
※荒天のため、大島～薄香で運航することがあります。 
※冬期間　11月１日～３月31日　　夏期間　４月１日～10月31日 

着  8：00 

発  8：40 

着 11：35 

発 12：40 

着 14：25 

発 15：05 

着 17：15 

発 17：30 

着 17：15 

発 18：10

発   6：50 

着   9：15 

発 11：00 

着 13：30 

発 13：50 

着 15：55 

発 16：40 

着 18：20 

発 16：40 

着 19：00

着　7：05 
発　7：10

着  13：10 
発  13：15

着  15：35 
発  15：40

着  18：00 
発  18：05

着  18：40 
発  18：45

着   7：45 
発   7：50

的　山 神　浦 田　平 平　戸 

１
　
便 

２
　
便 

３
　
便 

４
便（
冬
） 

４
便（
夏
） 
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「
つ
ば
き
の
実
買
い
取
り
」の
お 

知
ら
せ 

観
光
商
工
課
観
光
班 

1
内
線
２
２
７
３ 

「
初
日
の
出
」を
見
に
行
こ
う
！ 

問 

市
消
防
本
部
予
防
課 

1
22
ー
３
１
６
２ 

｢

高
齢
者
と
住
宅
火
災｣ 

問 

田
平
支
所
産
業
振
興
課 

1
内
線
５
１
５
４ 

問 

離
職
者
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て 

観
光
商
工
課
商
工
班 

1
内
線
２
２
７
５ 

問 

資
源
缶
類
の
持
ち
去
り
に
ご
注
意
！ 

市
民
課
環
境
衛
生
班 

1
内
線
２
５
２
９ 

問 

毎
月
１
日
・
15
日
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴 

市
消
防
本
部
予
防
課 

1
22
ー
３
１
６
２ 

問 

「
担
い
手
実
践
農
場
」研
修
生
募
集
！ 

農
林
課
農
務
班 

1
内
線
２
２
６
０ 

問 

○
と
　
き
　
平
成
18
年
１
月
１
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
７
時
開
館
予
定 

○
と
こ
ろ
　
平
戸
城
天
守
閣 

○
入
館
料
　
大
人
　
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
中
人
　
３
０
０
円 

　
　
　
　
　
小
人
　
２
０
０
円 

　
今
年
も
平
戸
城
か
ら「
初
日
の
出
」を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
年
は
、
新
平
戸
市
が
誕

生
し
て
初
め
て
の
初
日
の
出
と
な
る
記
念
す
べ

き
年
で
す
。ご
家
族
・
ご
友
人
を
連
れ
て
平
戸

城
で「
初
日
の
出
」を
見
ま
せ
ん
か
？
先
着
２

０
０
名
に
限
り
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
無
料

入
館
し
た
人
は
除
き
ま
す
。）   

※
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
・
申
請
は
、平
戸

城
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。そ
の
際
、
免
許
証

や
保
険
証
な
ど
平
戸
市
民
を
証
明
す
る
も
の

が
必
要
で
す
。 

    

　
つ
ば
き
油
の
原
料
と
な
る「
つ
ば
き
の
実
」を
、

次
の
と
お
り
買
い
取
り
ま
す
。 

○
品
　
種 

　
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
実（
本
年
産
に
限
り
ま
す
） 

○
期
　
限
　
12
月
26
日（
月
） 

○
価
　
格
　
１
キ
ロ
当
た
り
　
３
５
０
円 

○
場
　
所
　
田
平
支
所
産
業
振
興
課
お
よ

　
び
北
松
森
林
組
合 

※
サ
ザ
ン
カ
の
実
、
古
い
実
、
小
石
な
ど
を
混

入
し
な
い
よ
う
よ
く
選
別
し
、十
分
乾
燥
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
口

を
閉
じ
る
と
湿
気
が
こ
も
る
の
で
閉
じ
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

   

　
建
設
業
を
中
心
と
す
る
離
職
者
の
人
を
対

象
と
し
た
、
早
期
就
業
支
援
（
就
職
、
就
業
、

創
業
）の
相
談
窓
口
を
12
月
か
ら
開
設
し
ま

す
。 

○
と
　
き
　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日 

○
と
こ
ろ
　
福
祉
事
務
所
横
相
談
室 

○
相
談
員 

　
佐
世
保
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員 

   

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者（
放
火
自
殺
者
な

ど
を
除
く
）を
世
代
別
に
見
て
み
る
と
高
齢
者

に
な
る
ほ
ど
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。高
齢
者
の
中
に
は
、い
ざ
と
い

う
時
の
機
敏
な
行
動
が
と
り
に
く
く
自
分
の

力
だ
け
で
は
避
難
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
高

齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
工
夫
が
ぜ

ひ
必
要
で
す
。 

『
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る 

　
　
　
　
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
』 

○
三
つ
の
習
慣 

①
寝
タ
バ
コ
は
、絶
対
や
め
る
。 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

　
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す
。 

○
四
つ
の
対
策 

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。 

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅

　
用
消
火
器
を
備
え
る
。 

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
　

　
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

   

　
最
近
、市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
チ

ー
ル
缶
・
ア
ル
ミ
缶
の
持
ち
去
り
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
持
ち
去

る
こ
と
は
、
窃
盗
の
罪
に
当
た
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、持
ち
去
り
を
見
か
け
た
人
は
、車
の

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
確
認
の
う
え
、本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

   

　
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
１
日
を「
予
防

広
報
」、
15
日
を「
防
火
の
日
」と
定
め
サ
イ
レ

ン
を
午
後
８
時
に
吹
鳴
し
て
い
ま
す
。合
併
に

伴
い
平
成
18
年
１
月
１
日
よ
り
生
月
地
区
に

お
い
て
も
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

   

○
研
修
品
目
お
よ
び
募
集
人
数 

【
い
ち
ご
】１
名 

【
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
】２
名 

○
研
修
場
所 

【
い
ち
ご
】下
中
津
良
町 

【
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
】
田
平
町
小
崎
免
、
田
平
町

以
善
免
の
２
か
所 

○
応
募
資
格
　
年
齢
お
お
む
ね
18
才
以
上

30
才
未
満
の
人
で
、研
修
終
了
後
に
農
業
経

営
を
開
始
す
る
意
欲
の
あ
る
人 

○
研
修
支
援
金
　
１
年
目
　
月
額
10
万
円 

　
　
　
　
　
　
　
２
年
目
　
月
額
５
万
円 

※
研
修
終
了
後
、３
年
以
上
就
農
し
た
場
合

は
、支
援
金
の
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

○
応
募
締
切
日
　
12
月
28
日（
水
） 

※
人
数
が
定
数
に
達
し
次
第
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

■
県
北
地
区
担
い
手
実
践
農
場
研
修
制
度

に
つ
い
て 

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
の
優
秀
な
農
業
者
が

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、新
た
に
農
業
に

取
り
組
む
人
へ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
営
農
技

術
指
導
を
２
年
間
に
わ
た
っ
て
行
い
、
自
立
し

た
農
業
経
営
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
す
る
制

度
で
す
。 
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　年末調整や確定申告を行う際には１年間に納付した国民年金保険料を証明する書類の添付などが必要

です。 

　そこで、年末調整や確定申告に必要となる納付の証明書「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

を11月上旬にお送りしています。 

　なお、10月１日から12月31日までの間にはじめて国民年金保険料の納付があった人には翌年２月上旬に

この証明書を送付する予定です。 

　年末調整や確定申告の手続きの際には必ずこの証明書または領収証書が必要となりますので、申告等

の時期まで大切に保管してください。 

○記載の内容　平成17年中の納付済保険料額 

　① 納 付 済 額　平成17年１月１日から９月30日までの間の納付済額 

　② 見　込　額　10月１日から12月31日までに納付が見込まれる保険料額 

　※すでに厚生年金制度等に移行している人や18年３月まで前納している人、保険料の未納期間がある

　　人は「見込額」の表示はしていません。 

　③ 合　計　額　上記①と②の合計額 

○納付対象月の表　「済（納付済）」と「見（見込み）」で表示 

　※国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です。 

『社会保険料（国民年金保険料） 
　　　　　　　　　控除証明書』 ！ 年金 年金 

おしえて 

年金 
おしえて 

■保険福祉課国保年金班（1内線2590）　■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

観
光
商
工
課
観
光
班 

1
内
線
２
２
７
２ 

 
給
湯
セ
ン
タ
ー
休
業
の
お
知
ら
せ 

問 

観
光
商
工
課
観
光
班 

1
内
線
２
２
７
２ 

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」船
内
見
学
者
募
集
！ 

申 

問 

ニ
ュ
ー･

イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集
!!
 

農
業
後
継
者
結
婚
相
談
所 

（
市
農
業
委
員
会
内
） 

1
内
線
２
６
５
３ 

問 

灯
油
か
ん
の
管
理
と
製
造
年
月 

の
確
認 

市
消
防
本
部
予
防
課 

1
22
ー
３
１
６
２ 

問 

・ 

   
　
12
月
14
日
（
水
）は
、貯
湯
槽
清
掃
の
た
め

休
業
い
た
し
ま
す
。 

   

　
12
月
15
日（
木
）、川
内
港
に
寄
港
予
定
の

豪
華
客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」の
船
内
見
学
者
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
期
限
ま
で
に
市
観

光
商
工
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
８
時
30
分
か
ら
川
内
港
広
場

に
お
い
て
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
募
集
定
員
　
80
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て
乗
船
す
る

人
を
優
先
し
、そ
れ
で
も
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
し
ま
す
。 

○
乗
船
時
間 

　
９
時
30
分
〜
、10
時
30
分
〜（
２
回
実
施
） 

○
申
込
期
限
　
12
月
８
日（
木
） 

    

　
今
、あ
な
た
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
人
と
の
出

逢
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。あ
な
た
の
素
敵
な

出
逢
い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

○
と
　
き
　
平
成
18
年
１
月
15
日
（
日
）
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分  

○
と
こ
ろ
　
平
戸
地
区
商
店
街
　 

○
内
　
容
　
ガ
ラ
ス
細
工
づ
く
り
、
男
女
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー 

○
参
加
要
件
　
23
歳
〜
39
歳
の
独
身
女
性 

○
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
締
切
日
　
12
月
15
日（
木
）　 

※
定
員
15
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

○
Ｅ
メ
ー
ル
　n

oi@
city
.h
irad
o.lg
.jp  

    

　
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
雨
・
風
・
日
光
の
当
る
と
こ
ろ

に
保
管
さ
れ
て
い
る
灯
油
か
ん
は
、機
能
が
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
物
置
の
よ
う
な
暗
く
て
温

度
の
低
い
場
所
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
一

番
で
す
。ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
置
く
場
合
で
も
、覆

い
を
し
て
紫
外
線
か
ら
避
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。紫
外
線
の
影
響
を
受
け
る
状
態

で
保
管
さ
れ
た
灯
油
か
ん
は
、３
年
程
度
で
劣

化
が
進
み
ま
す
。
覆
い
な
ど
の
処
置
を
し
て
い

て
も
、５
年
を
目
安
に
取
替
え
る
の
が
安
全
で

す
。 

※
注
意
　
灯
油
か
ん
に
は
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。缶
が
侵
さ
れ
変
形
し
、も
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
灯
油
か
ん
は｢

推
奨
認

定｣

の
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
確
か
な
商
品
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。 

▲推奨認定 
　ラベル 
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

「
放
送
大
学
」平
成
18
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集 

「
み
ん
な
の
技
能
ひ
ろ
ば
」開
催
の
ご
案
内 

祝
10
周
年
!! 「
平
戸
ひ
ら
め
ま
つ
り
」 

  
　
い
じ
め
の
問
題
、家
庭
内
の
問
題
、登
記
に
関
す
る

問
題
、
相
続
・
遺
言
の
問
題
や
、そ
の
ほ
か
心
配
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

○
相
談
所
開
設
日
お
よ
び
会
場 

　
12
月
６
日（
火
） 

　
　
生
月
船
員
福
祉
会
館 

　
12
月
７
日（
水
） 

　
　
大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
12
月
８
日（
木
） 

　
　
田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
12
月
９
日（
金
） 

　
　
平
戸
市
北
部
公
民
館 

○
時
間
は
各
会
場
と
も 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で 

○
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員 

　
長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局 

　（
1
22
ー
２
２
６
３
）へ 

   

　
12
月
４
日（
日
）か
ら
10
日（
土
）は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
、人
権
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
市
民
の
み
な
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
、フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

○
と
　
き
　
12
月
４
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　 

　
０
１
２
０
ー
７
８
３
８
ー
７
７ 

  

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
18
年
度
第
１
学
期
入
学
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
募
集
学
生 

【
教
養
学
部
】 

　
・
全
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
） 

　
・
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
） 

　
・
科
目
履
修
生（
６
か
月
間
在
学
） 

【
大
学
院
】 

　
・
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
） 

　
・
修
士
科
目
生（
６
か
月
間
在
学
） 

○
願
書
受
付 

　
12
月
15
日（
木
）〜
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）ま
で 

○
入
学
日
　
平
成
18
年
４
月
１
日（
土
） 

○
授
業
の
視
聴
方
法 

　
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

各
地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聴
で
き
ま
す
。 

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　（
1
０
９
５
ー
８
１
３
ー
１
３
２
５
）へ 

    

○
と
　
き
　
12
月
11
日（
日
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　
※
雨
天
決
行 

○
と
こ
ろ 

　
県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校（
佐
々
町
） 

○
内
　
容 

　
作
品
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
、も
の
づ
く
り
体
験
コ

ー
ナ
ー
、地
域
物
産
展
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど 

　
県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校 

　（
1
０
９
５
６
ー
62
ー
４
１
５
１
）へ 

                           

○
と
　
き 

　
平
成
18
年
１
月
７
日(

土)

〜
４
月
30
日（
日)  

○
と
こ
ろ
　
平
戸
地
区
の
市
街
地
飲
食
店
、
市
内
宿

泊
施
設 

　
※
赤
い
の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。 

　
平
戸
観
光
協
会（
1
23
ー
８
６
０
０
）へ 

問 

問 問 

問 

「
第
57
回
人
権
週
間
」県
下
一
斉
無
料
電
話
相
談 

　
今
年
も
志
々
伎
漁

協
の
協
力
に
よ
り
、

平
戸
で
獲
れ
た
新
鮮

な
「
平
戸
ひ
ら
め
」
を

使
っ
た
ひ
ら
め
定
食
・

ひ
ら
め
茶
漬
け
な
ど

を
市
内
飲
食
店
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
内
宿
泊
施

設
で
も
各
施
設
趣
向

を
凝
ら
し
た
ひ
ら
め

料
理
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 
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出

生

ま
つ
や
ま   

せ
い
し
ょ
う 

さ
か
も
と 

し
ば
や
ま 

ま
つ
ぐ
ち    

し
ょ
う
こ 

あ
か
ぎ
　
　 

ゆ
う
だ
い 

ひ
さ
お
か
　 

み
ず  

き 

い
し
だ
　
　 

あ
い  

り 

ほ
う
き
　
　
　
ま
　
ほ 

も
と
や
ま
　  

み
や
び 

ま
え
か
わ
　  

み
の
り 

や
ま
ぐ
ち
　  

り  

な 

し
ら
つ
ち
　  

の
り
あ
き 

い  

と
う 

　
　
そ
う
た 

し
な
が
わ
　  

も
も
の 

こ
た
か
　
　  

こ
こ
あ 

は
や
し
　
　  

だ
い
ち 

 

す
え
な
が
　  

り
ょ
う
ま 

み
ぞ
ぐ
ち
　
　
こ
う
き 

や
す
む
ら 

は
　
せ
　
ば
　
　
か
け
る 

ひ
ら
か
わ
　
　
や
ま
と 

 

か
わ
か
み
　
　
ま  

ゆ 
も
り
や
ま 

と  

し  

え 

た
な
か  

と
よ
さ
ぶ
ろ
う 

ま
る
や
ま 

や
ま
う
ち
　
　
た
け
お 

お
お
く
ぼ
だ
い
ざ
ぶ
ろ
う 

な
が
た
　
　
　
さ
く
お 

あ
お
さ
き 

す
え
な
が
　
　
か
ず
お 

も
り
た 

え
ぐ
ち 

も
り
も
と
　 

　 

ま
も
る 

こ
ん
ど
う 

い
し
も
と
　
　 

し
げ
る 

ま
つ
や
ま 

う
え
は
ら
　
　
よ
し
お 

ひ
　 

ご
　
や
さ
だ
い
ち 

み
や
ざ
き 

や
な
ぎ
も
と 

   

わ
　
だ
　
　
み
つ
お 

ゆ
き
た
け
　
　  

ひ
と
し 

い
な
ざ
わ
げ
ん
じ
ろ
う 

い
し
だ
　
　
も
り
い
ち 

た
に
わ
た
り 

む
か
え 

い
で
ぐ
ち
　 
さ
だ
い
ち 

ふ
る
か
わ
　
　
さ
だ
こ 

ま
つ
な
が
　  

と
も
こ 

た
か
た
　
　 

さ
く
ゆ
き 

 

や
ま
な
か
　 

ゆ
う
す
け 

も
り
　
　
　 

　 

た
だ
し 

 

む
　
た 

い
の
も
と
　 

ひ
さ
お 

ご
と
う
　
　 

し
ず
こ 

お
お
う
ら
　 

ふ
み
こ 

ふ
じ
た 

お
さ
き
　
　 

ひ
で
お 

 

ふ
く
だ 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

元
気
な

よ
い
子
に

善
意
の
と
も
し
び 

　
篤
志
及
び
香
典
返
し
で
、次
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

平
戸
市
奨
学
資
金
貸
付
基
金
へ 

○
長
与
町
　
加
布
里
屋
ヨ
シ
子 

　
　
　
　
　
　
　
　（
亡
夫
　
宇
臓
） 

広
報
ひ
ら
ど
謝
礼
と
し
て 

○
長
崎
市
　
永
田
シ
ノ
ブ 

○
福
岡
県
　
小
田
　
　
勝 

○
福
岡
県
　
松
山
　
米
彦 

○
西
有
田
町
　
松
尾
ヤ
エ
子 

○
長
与
町
　
加
布
里
屋
ヨ
シ
子 

○
福
岡
市
　
山
口
　
強
幸 

■10月の交通事故 

■10月末までの 
　火災救急件数 

件　数 
死　者 
負傷者 
（重傷）４名（軽傷）６名 

（　）内は昨年同期 

10件 
０名 
10名 

火災 
救急 

17件（35件） 
1,021件（1,040件） 

【
平
戸
地
区
】 

松
山
　
清
笙
　
　
誠
　
　
紐
差
第
３ 

坂
本
ひ
な
た
　
友
　
太
　
清
水
川 

柴
山
　
れ
ゆ
　
重
　
朗
　
宮
の
浦 

松
口
　
祥
子
　
謙
　
治
　
獅
子
第
３ 

赤
木
　
優
大
　
英
　
雄
　
下
大
垣 

久
岡
　
瑞
希
　
謙
　
三
　
上
大
垣 

石
田
　
愛
莉
　
　
翼
　
　
度
島
三
免 

寳
亀
　
真
帆
　
日
出
男
　
中
野
大
久
保 

本
山
　
雅
　
　
　
貢
　
　
坊
方 

前
川
　
美
敬
　
正
　
光
　
大
川
原 

山
口
　
里
菜
　
一
　
守
　
西
の
久
保 

白
土
　
法
昭
　
嘉
　
法
　
猪
渡
谷 

伊
藤
　
壮
汰
　
孝
　
幸
　
飯
良
第
１ 

品
川
　
桃
乃
　
利
　
憲
　
川
内
浦 

小
a
　
心
愛
　
　
憲
　
　
曲
り 

林
　
　
大
地
　
伸
　
明
　
清
水
川 

【
田
平
地
区
】 

末
永
　
亮
真
　
英
　
喜
　
深
月 

溝
口
　
航
暉
　
成
　
幸
　
外
目 

安
村
み
つ
き
　
義
　
弘
　
万
場 

長
谷
場
　
走
　
幸
　
博
　
永
田 

平
川
　
大
和
　
英
　
二
　
永
田 

【
生
月
地
区
】 

川
上
　
真
悠
　
勝
　
久
　
堺
目 

　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
　
届
出
分
） 

  

   【
平
戸
地
区
】 

森
山
登
志
惠  

63
歳  

10
／
７  

赤
松 

田
中
豊
三
郎  

76
歳  

10
／
16   

上
大
垣 

丸
山
　
ツ
ギ  

71
歳  

10
／
16   

堤 

山
内
　
武
夫  

49
歳  

10
／
17   

田
助
浦 

大
久
保
大
三
郎  

86
歳  

10
／
17   

薄
香
浦 

永
田
　
作
夫  

86
歳  

10
／
19   

獅
子
第
２ 

青
h
フ
ジ
ヱ  

93
歳  

10
／
21   

前
津
吉
浦 

末
永
　
一
男  

76
歳  

10
／
24  

木
引 

森
田
　
チ
ヨ  

97
歳  

10
／
24  

田
原
崎 

江
口
　
シ
ヲ  

96
歳  

10
／
25  

早
福 

森
元
　
　
常  

88
歳  

10
／
31  

前
津
吉
浦 

近
藤
　
ト
ク  

97
歳  

11
／
２  

職
人
町 

石
本
　
　
　  

87
歳  

11
／
３  

紐
差
第
１ 

松
山
　
フ
イ  

88
歳  

11
／
６  

根
獅
子
第
１ 

植
原
　
義
雄  

84
歳  

11
／
７  

迎
紐
差 

肥
後
屋
貞
市  

77
歳  

11
／
７  

大
久
保 

宮
h
フ
ジ
ヱ  

74
歳  

11
／
８  

鮎
川 

j
本
　
ス
ヤ  

84
歳  

11
／
10  

田
原
崎 

【
田
平
地
区
】 

和
田
　
三
男  

77
歳  

10
／
14    

米
の
内 

雪
竹
　
　  

　
75
歳  

10
／
20  

上
里 

稲
澤
源
二
郎  

91
歳  

10
／
21  

上
里 

石
田
　
盛
一  

78
歳  

10
／
23  

大
崎 

谷
渡
　
ソ
ギ  

95
歳  

10
／
26   

米
の
内 

迎
　
ヒ
サ
子  

88
歳  

10
／
27   

福
崎 

出
口
　
貞
一  

73
歳  

10
／
27   

外
目 

古
川
　
貞
子  
36
歳   

11
／
１  

福
崎 

松
永
　
偕
子  

82
歳  

11
／
２  

下
里 

a
田
　
策
行  

85
歳  

11
／
３  

福
崎 

【
生
月
地
区
】 

山
中
　
雄
介  

37
歳  

10
／
16  

浦
南 

森
　
　
　
正  

74
歳  

10
／
24  

浦
北 

牟
田
　
フ
ク  

83
歳  

10
／
25  

壱
部 

井
元
　
久
雄  

85
歳  

10
／
28  

浦
南 

五
嶋
　
�
子  

76
歳  

10
／
30  

浦
北 

大
浦
　
文
子  

67
歳  

11
／
13  

堺
目 

藤
田
　
フ
サ  

85
歳  

11
／
14  

舘
浦
浜 

尾
h
　
秀
夫  

52
歳  

11
／
14  

舘
浦
屋
敷 

【
大
島
地
区
】 

福
田
　
シ
ノ  

90
歳  

10
／
31  

東
神
浦 

　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
　
届
出
分
） 

死

亡

 

氏
　
　
名 

年
齢 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

国
保
連
合
会
　 

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
窓
口
の
ご
案
内 

   
　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
、わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、ま
ず
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
介
護
保
険
施
設
に

直
接
相
談
す
る
か
、サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
や
調
整
を
行
っ

て
い
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

　
改
善
が
み
ら
れ
な
い
と
き
や
、対
応
に
不
満
が
あ
る

と
き
は
市
保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

　
市
町
村
で
の
対
応
が
困
難
な
こ
と
や
、
申
立
人
が

特
に
望
む
と
き
は
、長
崎
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
（
国
保
連
合
会
）の
苦
情
相
談
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

■
受
付
時
間
お
よ
び
連
絡
先 

○
受
付
時
間 

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で 

※
た
だ
し
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

ま
た
、12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）ま
で
の
期

間
も
除
き
ま
す
。 

○
連
絡
先 

　
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
課 

【
住
所
】長
崎
市
今
博
多
町
８
番
地
２ 

【
電
話
】０
９
５
ー
８
２
６
ー
１
５
９
９ 

　
※
苦
情
相
談
直
通
の
番
号
で
す
。 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】０
９
５
ー
８
２
６
ー
１
７
７
９ 

　
保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班 

　
1
内
線
２
５
８
８
へ 

 

問 
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　11月23日、舘浦宮の下漁港広

場で、いきつき勇魚まつりが行われ

ました。新鮮な野菜や海産物など

生月自慢の物産品の販売や鯨料

理の試食会、各種イベントも催され、

会場には、市内外より約７千人が訪

れ、家族連れなどでにぎわいました。 

　今月号から新企画としてスタ

ートしました「まちのひとびと

クローズアップ」。発行月に誕

生日を迎えたかわいい子どもさ

んや、市内で働くわっかもん、

またスポーツ団体や音楽団体な

ど各種クラブを紹介するコーナ

ーです。クラブ紹介では、活動

に関するデータも紹介しています。

「何か始めたいけどきっかけが

ない」、「どういう団体がある

のか知らない」など、このコー

ナーであなたに合った活動を見

つけてもらえれば幸いです。また、

取材してほしいなど掲載を希望

する団体はお気軽にご連絡くだ

さい。◯黒 

※11月１日現在 

人口の動き 

表紙説明 

編集室からひとこと 

タイトル
市民のみなさんからの投稿をお待ちしています。 

女性 
21,090人 
（－18） 

平戸市 
全人口 

39,881人 
（－49） 

男性 
18,791人 
（－31） 

世帯数 
14,554戸 
（＋4） 

平戸市をぶらり歩いて見
つけた素敵なシーンを紹介。 

古紙配合率100％再生紙、 
大豆油インキを使用しています。 

H
ir
ad

o
C
it
y
P
u
b
li
c
In
fo
rm

at
io
n

第１回「平戸城下歌仙灯籠まつり」 
～ほのかな灯りの中、盛会に終了～ 

 （　）は 
前月との比較 

灯りオブジェの展示コンテスト 

優勝　めがねマート 

２位　木ヶ津千灯篭春まつり 

　　　実行委員会 

３位　ひなの会 (木引田町 )

　平戸の伝統行事・伝

統芸能を活用した「平戸

城下歌仙灯籠まつり」が

10月の１か月間に渡って、

商店街を中心に開催さ

れました。歌仙灯籠や竹

灯籠の幻想的な灯りの

中で「平戸神楽」や「田

助ハイヤ節」などが披露

され、観客席からは盛大な拍手がおこり、会場

を大いに沸かせました。10月24・25日の両日

には、“おくんち”と合わせて「町屋くんち料理」

が平戸地区商店街の各拠点会場で観光客

や市民のみなさんに振舞われ、夜には、各種団

体が制作した創作オブジェが飾られるなど、訪

れた人たちの目を楽しませました。また、「平戸

を一句詠んでみよう」には、515通の応募があり、

36作品が入選しました。 

焼罪公園から平戸城を望む（田平町）
やいざ
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